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○
水
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本
縣
下
沿
海
南
ハ
下
総
国
銚
子
港
ヲ
隔
テ
利
根
川
中
央
ヲ
以
テ
千
葉
県

ト
境
シ
北
ハ
多
賀
郡
平
潟
村
ヲ
以
テ
福
島
県
ト
境
ス
�
此
里
程
四
十
餘

里
ノ
間
鹿
島
�
東
茨
城
�
那
珂
�
久
慈
�
多
賀
ノ
五
郡
海
ニ
沿
フ
毎
郡

ノ
村
々
一
ト
シ
テ
漁
場
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
�
就
中
本
縣
水
産
物
中
著
名

ノ
鰮
魚
ハ
鹿
島
郡
ヲ
以
テ
最
ト
ス
�
本
郡
ノ
漁
家
ハ
皆
ナ
地
曳
漁
ヲ
専

ニ
シ
�
其
漁
獲
高
殆
ト
三
十
萬
円
�
其
他
ノ
郡
ハ
鰹
漁
ヲ
専
ニ
シ
又
雑

漁
ヲ
ナ
ス
�
而
シ
テ
鰹
漁
ノ
盛
ン
ナ
ル
ハ
東
茨
城
郡
磯
浜
村
�
那
珂
郡

湊
�
平
磯
ノ
両
村
�
久
慈
郡
久
慈
村
�
多
賀
郡
川
尻
�
大
津
�
平
潟
ノ

三
村
ナ
リ
�
其
収
獲
高
殆
ン
ト
三
十
萬
円
ヲ
下
ラ
ス
�
然
シ
テ
製
造
物

ニ
至
テ
ハ
干
鰮
�
鰹
節
�
乾
鮑
�
鹽
辛
�
海
苔
�
鰮
油
�
〆
粕
等
ノ
類

ニ
シ
テ
鯛
�
比
目
魚
�
鮪
�
鮫
�
鰈
等
ノ
類
ハ
多
ク
生
魚
ニ
テ
販
賣
ス
�

之
ヲ
海
漁
ノ
概
況
ト
ス 
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略
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節 従

前
ハ
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ク
岩
城
節
ト
唱
ヘ
�
其
製
甚
タ
粗
ニ
シ
テ
品
位
下
等
ナ
ル

故
販
路
充
分
ナ
ラ
ス
�
為
メ
ニ
漁
家
モ
其
利
益
僅
々
ナ
リ
シ
カ
�
近

年
ニ
至
リ
房
州
或
ハ
土
佐
ノ
製
法
ニ
傚
ヒ
専
ラ
精
撰
ヲ
旨
ト
シ
販
路

ヲ
拡
張
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
�
其
販
賣
地
ノ
如
キ
ハ
重
ニ
東
京
及
上
野
両

州
ニ
シ
テ
目
今
ノ
景
況
大
ニ
宜
シ
�
夫
レ
従
前
ノ
製
法
タ
ル
世
ノ
品

評
ニ
関
ハ
ラ
ス
全
ク
目
前
ノ
利
欲
ニ
趨
リ
�
粗
製
濫
造
ノ
弊
甚
シ
ク
�

遂
ニ
販
路
壅
塞
ノ
姿
ト
ナ
リ
シ
故
漁
家
モ
改
良
ノ
一
點
ニ
注
目
シ
�

今
ノ
製
法
即
チ
房
州
�
土
州
ノ
法
ヲ
専
ニ
ス
ル
ニ
至
レ
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県
第
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編
.
茨
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勧
業
年
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第
六
回
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一 

鰹
節
ハ
従
来
ノ
製
品
ナ
ル
モ
其
製
粗
悪
ナ
ル
ヲ
以
テ
販
路
充
分
ナ

ラ
ザ
リ
シ
カ
�
今
ヲ
距
ル
二
十
余
年
前
土
佐
製
ノ
法
ニ
傚
ヒ
大
ニ
改

良
ヲ
加
ヒ
漸
次
世
人
ノ
嗜
好
ニ
適
シ
�
販
路
稍
開
ケ
タ
リ
ト
雖
モ
未

タ
以
テ
十
分
ノ
結
果
ヲ
見
ザ
リ
シ
ニ
因
リ
�
昨
十
九
年
中
教
師
ヲ
土

佐
ニマ
マ

招
キ
生
徒
ヲ
募
リ
�
專
ラ
其
製
法
ヲ
傳
習
セ
シ
メ
タ
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■ 

本
年
報
所
載
?
明
治
十
八
年
水
産
製
品
産
額
價
額
表
J
の
全
四
十

二
種
か
ら
上
位
五
種
の
価
額
を
あ
げ
る
と
Y
鰹
節
一
六
五
Y
五
一
〇

円
Y
乾
鰕
一
五
Y
四
一
五
円
Y
塩
鰹
一
二
Y
八
一
七
円
Y
乾
魚
類
一

二
Y
八
一
七
円
Y
乾
鮪
一
二
Y
二
九
一
円
と
な
る
f
鰹
節
の
水
産
製

造
品
中
に
お
け
る
位
置
は
明
白
で
あ
る
� 
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業
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海
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図
ラ
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メ
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治
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八
年
四
月
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リ

水
産
巡
回
教
師
二
名
ヲ
置
キ
�
常
ニ
管
内
各
沿
海
及
湖
沼
川
地
方
ヲ

巡
回
セ
シ
メ
�
水
産
ニ
関
ス
ル
講
話
及
実
地
教
授
ヲ
ナ
サ
シ
メ
タ
ル

ニ
一
般
当
業
者
ニ
於
テ
モ
大
ニ
改
良
ノ
必
要
ヲ
感
シ
漸
次
発
達
ノ

機
運
ニ
向
ヒ
タ
リ 
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造
家
ニ
於
テ
ハ
初
メ
ニ
製
造
上
ニ
於
ケ
ル
学
理
ヲ
講
シ
�
順
次

地
方
捕
獲
物
ノ
期
節
ニ
由
リ
製
造
セ
ル
物
品
及
方
法
ニ
就
キ
直
接

利
害
得
失
ノ
点
ヲ
講
シ
�
傍
ラ
當
業
者
ノ
請
求
ニ
應
シ
特
殊
ノ
製
法

ヲ
教
授
セ
リ
�
即
チ
鰹
節
製
造
ニ
付
水
質
及
煮
熟
ニ
注
意
ス
ヘ
キ
コ

ト
�
火
山
ヲ
改
良
ス
ル
コ
ト
4
以
下
略
7 

 

史
料
５ 

明
治
29
年 

鰹
節
製
造
法
講
習
会 

大
内
地
山
編
.
茨
城
県
水
産
誌 

第
五
編
3
所
収 

鰹
節
製
造
法
講
習
会
並
教
授 

明
治
二
十
九
年
八
月
鰹
節
製
造
法

講
習
会
並
に
教
授
の
た
め
東
茨
城
�
那
珂
両
郡
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た

水
産
巡
回
教
師
村
上
卯
助
は
九
月
四
日
帰
廰
�
左
の
如
く
知
事
江
木
千

之
に
復
命
報
告
し
た
� 

今
回
は
東
茨
城
郡
磯
濱
町
を
初
め
と
し
順
次
那
珂
郡
湊
町
�
平
磯
町

に
及
び
�
而
し
て
此
日
数
拾
余
日
各
所
共
に
講
話
並
に
教
授
の
日
数

を
三
日
間
と
し
�
前
二
日
間
は
各
製
造
場
を
巡
覧
し
�
後
一
日
は
製

造
家
を
集
め
前
日
巡
回
の
際
不
完
全
と
認
め
た
る
諸
点
に
付
講
話
せ

り
�
要
す
る
に
各
製
造
家
共
水
質
の
適
否
を
選
択
せ
ず
�
又
火
山
æ
方

言
無
ム
ロ
と
も
云
ふ
／
即
ち
燻
乾
室
な
り
ó
の
構
造
に
注
意
せ
ざ
る

よ
り
折
角
善
良
な
る
原
料
を
以
て
意
外
の
粗
品
を
得
る
こ
と
あ
り
�

甚
だ
遺
憾
な
き
能
は
ず
故
に
水
質
の
適
否
鑑
定
並
に
用
法
�
火
山
構

造
に
付
て
は
害
4
該
7
地
に
教
授
せ
る
よ
り
当
業
者
に
於
て
も
大
に
顧

み
る
と
こ
ろ
あ
る
も
の
ゝ
如
し 

偖
て
本
県
鰹
節
製
造
を
改
良
す
る
こ
と
に
付
き
熟
々
実
況
を
視
察
す
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る
に
�
在
来
種
々
の
原
因
あ
り
て
大
に
進
歩
の
途
を
障
害
す
為
め
に

改
良
の
善
な
る
を
認
む
る
も
�
未
だ
実
行
す
る
も
の
少
な
し
�
間
々

実
行
す
る
も
の
あ
る
も
暫
時
に
し
て
止
む
に
至
る
�
之
れ
必
竟
目
前

の
利
に
汲
々
す
る
の
致
す
處
な
り
と
雖
�
抑
々
亦
他
他
に
原
因
す
る

と
こ
ろ
あ
り
�
第
一
商
業
上
在
来
問
屋
の
悪
弊
に
し
て
此
の
悪
弊
た

る
害
に
荷
主
の
感
情
を
害
し
改
良
の
鋭
気
を
退
歩
せ
し
む
�
何
ん
と

な
れ
ば
問
屋
は
常
陸
産
の
名
あ
る
鰹
節
は
概
し
て
粗
悪
な
る
も
の
と

認
定
し
�
多
く
は
品
質
を
鑑
別
し
て
價
格
を
附
せ
ず
し
て
舊
慣
に
依

り
概
評
し
�
或
は
本
県
産
の
中
善
良
な
る
も
の
は
形
æ
形
と
は
伊
豆

形
�
上
土
佐
形
�
薩
摩
形
等
切
り
方
削
り
に
付
特
徴
／
あ
り
�
本
県

に
て
は
形
ち
は
製
造
家
の
好
み
に
依
り
て
種
々
模
擬
し
て
形
を
作

る
ó
に
依
り
土
佐
の
産
に
混
ぜ
ら
る
先
方
の
名
に
て
賣
却
せ
ら
る
ゝ

の
不
幸
あ
り
�
之
れ
本
県
産
は
は
精
粗
一
定
せ
ざ
る
製
品
を
出
す
よ

り
以
上
不
幸
を
見
る
に
至
る
と
雖
も
�
斯
る
問
屋
の
弊
あ
る
を
以
て

製
造
家
は
却
て
手
数
を
煩
は
し
�
善
良
な
る
品
を
出
し
て
小
利
を
得

る
よ
り
も
寧
ろ
粗
製
に
し
て
荷
数
を
出
し
�
数
の
上
に
於
て
利
を
得

る
の
優
れ
る
を
得
策
と
し
�
折
角
改
良
の
方
針
を
取
り
製
法
並
製
造

場
等
を
改
築
せ
る
も
の
も
翻
て
粗
製
を
学
ぶ
の
有
様
な
り
�
然
る
に

何
ぞ
圖
ら
ん
磯
浜
�
湊
等
の
粗
製
品
は
僅
か
に
火
山
及
削
り
等
に
手

数
を
加
へ
伊
豆
æ
但
し
伊
豆
製
に
模
擬
し
た
る
分
ó
の
名
を
附
し
�

同
地
の
荷
主
よ
り
販
賣
す
る
と
き
は
東
京
市
価
は
矢
張
り
伊
豆
品
の

相
場
に
て
売
買
す
�
而
し
て
其
の
價
格
の
差
拾
貫
目
に
付
拾
円
内
外

の
得
失
あ
り
�
本
県
全
体
の
産
額
荷
数
よ
り
損
失
す
る
と
こ
ろ
押
し

て
知
る
べ
き
な
り
�
現
に
今
回
出
張
中
見
聞
し
た
る
に
伊
豆
地
方
の

商
人
磯
濱
�
湊
等
に
来
り
�
あ
ら
�
�
節�
æ
あ
ら
節
と
は
乾
燥
不
充
分
に

し
／
て
仕
上
削
り
等
を
せ
ざ
る
も
の
ó
を
買
入
る
ゝ
も
の
あ
り
�
已

に
此
の
如
く
本
県
産
は
市
場
に
於
て
不
信
用
の
地
位
に
あ
り
�
此
の

汚
名
た
る
素
よ
り
粗
製
の
致
す
所
な
る
を
以
て
�
各
製
造
の
製
法
に

改
良
を
加
へ
粗
製
品
を
出
さ
ゞ
る
様
注
意
す
る
は
勿
論
な
り
�
然
れ

共
慣
習
上
問
屋
に
於
て
商
業
上
の
手
段
と
し
て
容
易
に
悪
弊
を
脱
せ

ざ
る
に
於
て
は
製
造
家
に
於
て
も
改
良
の
道
は
知
れ
共
�
必
ず
や
急

に
実
行
せ
ざ
る
べ
し
�
斯
る
情
実
あ
る
を
以
て
単
に
製
造
の
み
の
改

良
に
拘
泥
す
る
能
は
ず
�
即
ち
製
法
の
改
良
を
圖
る
と
同
時
に
一
方

に
於
て
問
屋
の
悪
弊
を
打
破
す
る
方
法
を
設
く
る
の
必
要
あ
り
�
拙

職
茲
に
感
ず
る
所
あ
り
�
製
造
の
講
話
並
に
教
授
す
る
と
等
し
く
左

の
各
項
に
付
勧
誘
す 

一
�
本
県
鰹
節
の
名
聲
を
博
し
信
用
を
挽
回
す
る
た
め
博
覧
会
等
に

可
成
一
定
の
製
品
を
多
数
に
出
品
す
る
こ
と 
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一
�
製
造
組
合
を
組
織
し
同
業
者
の
団
体
を
強
固
に
し
て
�
問
屋
の

悪
弊
を
一
洗
せ
し
む
る
こ
と 

一
�
将
来
常
陸
節
の
形
状
に
一
の
特
徴
を
附
し
他
産
と
混
同
せ
ら

る
ゝ
の
弊
を
防
ぐ
こ
と 

就
中
目
下
の
急
務
な
る
は
製
造
組
合
の
組
織
に
あ
り
�
本
県
平
磯
を

除
く
外
組
合
の
設
け
あ
ら
ざ
る
を
以
て
同
業
者
間
に
一
の
制
裁
な

し
�
従
て
製
品
の
精
粗
一
定
せ
ず
た
め
に
問
屋
に
対
す
る
勢
力
な
く
�

其
他
運
送
費
等
の
関
係
の
如
き
種
々
の
不
利
あ
り
�
鰹
節
は
本
県
の

重
要
物
産
に
し
て
内
国
需
用
最
も
廣
く
将
来
衰
退
す
る
も
の
に
あ
ら

ざ
る
を
以
て
�
今
に
於
て
挽
回
す
る
は
大
に
必
要
な
り
�
試
み
に
製

造
組
合
に
付
其
効
果
の
著
る
し
き
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば
島
根
県
下
隠
岐

国
の
鯣
4
ス
ル
メ
7
製
造
組
合
の
如
き
は
明
治
二
十
年
以
来
之
れ
を
組

織
し
�
製
造
�
荷
造
等
を
一
定
し
大
阪
等
の
請
商
人
に
聲
價
を
占
め

た
り
�
此
の
如
き
実
例
に
照
し
て
明
か
な
り
�
本
県
も
此
等
の
方
法

を
実
行
す
る
に
至
ら
ば
挽
回
の
道
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
�
右
併
て

復
命
す 

 

史
料
６ 

明
治
29
年 

鰹
節
製
造
法
改
良
意
見 

大
内
地
山
編
.
茨
城
県
水
産
誌 

第
五
編
3
所
収 

 

水
産
物
製
造
改
良
意
見 

と
も
見
る
べ
き
文
書
が
あ
¤
た
が
年
月
日

其
他
が
な
い
の
で
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
�
何
れ
は
明
治
二

十
九
年
か
ら
三
十
二
三
年
頃
ま
で
の
も
の
と
推
測
さ
れ
�
即
ち
左
の
如

し
� 

鰹
節 

節
類
は
本
邦
に
於
て
供
膳
品
調
味
料
の
首
座
に
あ
る
と
或
場
合
に
儀

式
用
と
な
る
の
故
を
以
て
調
製
大
に
進
歩
し
�
通
言
す
れ
ば
殆
ん
と

一
点
の
欠
缺
な
き
が
如
し
と
雖
も
仔
細
に
事
理
を
考
察
す
る
に
�
此

間
特
殊
の
弊
習
を
生
じ
来
り
し
も
の
ゝ
如
し
�
即
ち
其
形
容
を
先
に

し
て
品
質
の
佳
良
な
ら
ん
こ
と
に
留
意
せ
ざ
る
の
謬
解
是
な
り
�
本

県
に
於
て
更
に
其
の
切
な
る
を
覚
ふ
る
は
�
客
年
十
一
月
平
潟
に
開

設
せ
ら
れ
た
る
二
県
聯
合
共
進
会
の
審
査
報
告
�
其
他
例
證
尠
か
ら

ず
�
此
は
是
れ
大
体
意
識
上
に
加
ふ
る
注
意
に
し
て
�
其
製
造
中
に

於
け
る
要
点
を
挙
ぐ
れ
は
左
の
如
し 

但
研
究
改
良
す
べ
き
詳
密
の
指
摘
は
之
を
略
し
�
僅
か
に
其
耐
へ
ざ

る
も
の
に
就
て
述
べ
ん
の
み 

一
�
鮮
魚
取
扱
方
を
製
造
家
に
望
む
は
稍
穏
当
な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は

あ
れ
ど
も
�
方
今
の
状
況
よ
り
も
較
丁
寧
に
す
べ
き
風
習
を
致
さ

ん
こ
と
を
要
す
�
何
と
な
れ
ば
肉
の
潰
裂
よ
り
各
般
の
損
害
を
惹
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起
す
れ
ば
な
り 

二
�
煮
熟
は
熱
烈
の
温
度
を
以
て
す
る
よ
り
も
長
時
間
を
費
す
の
心

掛
な
か
る
べ
か
ら
ず 

三
�
焙
乾
は
燻
烟
す
る
の
旨
意
の
み
に
あ
ら
ざ
る
を
覚
ゆ
る 

四
�
削
り
は
節
の
仕
上
げ
と
も
謂
ふ
べ
き
も
の
な
れ
ば
�
除
脂
保
存

の
心
を
以
て
鄭
重
に
行
ふ
を
良
と
す 

五
�
黴
付
貯
蔵
は
申
す
に
及
ば
ず
鮮
魚
才
割
の
初
よ
り
製
造
中
経
過

の
事
項
は
皆
深
く
事
理
を
考
慮
し
て
慣
習
の
一
邊
に
委
却
せ
ざ
ら

ん
こ
と
を
希
望
す 

■ 

以
下
Y
明
鮑
・
灰
鮑
・
〆
粕
・
缶
詰
・
鹽
蔵
品
・
乾
腊
品
の
記
事

を
略
す
る
f 

委
却
�
自
分
の
考
え
Y
立
場
な
ど
を
捨
て
て
Y
他
に
ま
か
せ
る
こ
と 

 

史
料
７ 

明
治
29
年 

茨
城
県
水
産
業
概
況
抄
録 

茨
城
県
内
務
部
第
五
課
.
茨
城
県
勧
業
年
報 

第
拾
六
回
3 

 
 
 

水
産
業
ニ
関
ス
ル
業
務
功
程 

一 

本
縣
ニ
於
テ
水
産
巡
回
教
師
ヲ
設
置
セ
シ
以
来
僅
々
二
-
年
ニ
過

ギ
ザ
レ
ト
モ
4
中
略
7
教
師
ノ
誘
導
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
ト
当
業
者
ノ
熱
心

改
良
ニ
従
事
シ
タ
ル
ノ
結
果
ハ
著
々
事
実
ニ
顕
レ
来
ル
ニ
至
レ
リ
�
今

其
一
班
ヲ
挙
レ
バ
4
中
略
7
三
�
鰹
節
製
造
用
火
山
ノ
改
築
4
中
略
7
等

ナ
リ
ト
ス 

 

史
料
８ 

明
治
30
年 

水
産
巡
回
教
師
の
県
内
水
産
製
造
所
視
察
復

命
書 

大
内
地
山
編
.
茨
城
県
水
産
誌 

第
五
編
3 

■ 

県
水
産
巡
回
教
師
久
留
右
一
郎
は
那
珂
郡
湊
・
平
磯
Y
久
慈
郡
久

慈
町
Y
多
賀
郡
河
原
子
・
豊
浦
・
大
津
・
平
潟
の
水
産
製
造
所
と
製
品

を
視
察
し
た
f
そ
の
復
命
書
が
本
史
料
で
あ
る
f 

那
珂
多
賀
郡
二
郡
に
於
て
製
造
す
る
水
産
物
中
最
も
重
要
な
る
も
の

は
鰮
〆
粕
�
鰹
節
�
乾
鮑
な
り
と
す 

 

4
中
略
7 

 

鰹
節 

鰹
節
は
各
地
到
る
處
改
良
の
域
に
進
み
�
火
山*

の
如
き
は
大
概
改
良

火
山
と
な
し
竃
の
如
き
も
改
良
竃
に
し
て
�
燃
料
は
石
炭
を
使
用
せ

り
æ
但
し
火
山
に
は
松
薪
か
古
薪
を
用
ゆ
ó
�
然
れ
共
製
造
者
は
大

概
ね
製
品
を
賣
急
く
の
悪
習
あ
り
�
故
に
一
番
黴
を
附
て
終
る
や
否

や
之
を
荷
造
し
て
市
場
に
出
す
�
之
れ
実
に
本
県
節
製
造
者
の
大
欠

点
な
り
と
す
�
是
を
当
今
世
上
に
聲
誉
を
博
し
つ
ゝ
あ
る
伊
豆
製
に

比
す
れ
ば
殆
ん
と
な
ま
り
ぶ
し
と
云
ふ
も
過
言
に
あ
ら
ざ
る
可
し
�
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然
れ
共
本
県
に
於
て
鰹
捕
獲
期
に
は
一
時
に
千
尾
以
上
漁
獲
あ
り
�

従
て
之
を
處
理
す
る
に
当
て
や
勢
ひ
製
法
粗
雑
に
流
る
ゝ
の
不
己
得

に
起
因
す
と
雖
も
�
可
及
的
製
法
に
注
意
せ
ば
市
價
も
亦
現
今
の
如

き
に
止
ま
ら
ん
や
�
之
れ
将
来
大
に
改
良
の
方
法
を
採
ら
ざ
る
可
か

ら
ざ
る
要
件
に
し
て
�
節
製
造
者
の
熟
慮
を
要
す
る
處
な
り 

■ 

火
山
�
ひ
や
ま 

鰹
節
を
い
ぶ
し
乾
か
す
の
に
使
う
焙
炉
!
日

国
% 

焙
炉
�
ほ
い
ろ 

木
の
枠
や
籠
の
底
に
厚
手
の
和
紙
を
張
り
Y
炭
火

を
用
い
て
遠
火
で
茶
の
葉
や
薬
草
Y
海
苔
な
ど
を
乾
燥
さ
せ
る
道
具
f

ほ
い
ろ
う
f
!
日
国
% 

 

4
中
略
7 

要
す
る
に
那
珂
外
二
郡
の
各
製
造
家
は
皆
水
産
物
製
法
上
改
良
の
必

要
を
認
め
汲
々
と
し
て
之
れ
が
発
達
を
期
せ
り
�
誠
に
喜
ぶ
可
き
現

象
な
り
と
雖
翻
て
顧
れ
ば
二
三
の
製
造
家
を
除
け
ば
自
ら
率
先
し
て

改
良
を
促
し
�
以
て
他
の
仝
業
者
を
誘
導
す
る
の
勇
気
に
乏
し
く
�

偶
々
巡
回
教
師
の
指
導
に
依
り
�
之
れ
が
改
良
を
な
す
も
恰
も
石
を

抱
て
深
淵
に
臨
む
の
念
を
懐
か
ざ
る
も
の
稀
な
り
�
之
れ
資
本
の
充

分
な
ら
ざ
る
に
依
る
と
は
云
へ
未
だ
廣
く
本
邦
水
産
業
界
に
通
ぜ

ず
�
甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
隣
境
の
情
況
を
さ
へ
詳
に
せ
ず
�
唯
我

独
尊
の
境
に
彷
徨
す
る
に
因
せ
ず
ん
は
あ
ら
ず
�
宜
し
く
奨
励
法
を

施
し
�
奮
発
心
を
起
さ
し
め
�
廣
く
各
地
水
産
業
の
情
況
を
知
ら
し

め
�
丁
寧
親
切
に
誘
導
せ
ば
庶
幾
く
は
是
等
製
造
者
又
奮
励
斯
業
に

従
事
し
�
製
造
法
の
改
良
発
達
日
を
期
し
て
俟
つ
を
得
る
に
至
ら
ん

乎
�
聊
か
所
感
を
記
し
て
高
覧
に
供
す 

 

史
料
９ 

明
治
30
年
11
月 

第
二
回
水
産
博
覧
会
審
査
概
評 

第
二
回
水
産
博
覧
会
事
務
局
.
第
二
回
水
産
博
覧
会
審
査

概
評
3 

鰹
節 

今
回
鰹
節
類
ハ
其
出
品
総
数
殆
ン
ト
千
六
百
有
餘
点
�
出
品
人

員
ヲ
算
ス
レ
ハ
千
四
百
以
上
ニ
達
セ
リ
�
節
ハ
最
近
四
五
年
間
ニ
於
テ

一
般
ニ
改
良
進
歩
シ
従
来
黒
節
ヲ
以
テ
販
賣
セ
シ
處
モ
今
ハ
悉
ク
成
品

ト
シ
テ
産
出
シ
�
殆
ン
ト
豹
変
ノ
観
ア
リ
�
蓋
近
年
一
般
ニ
生
計
ノ
度

上
進
セ
シ
ニ
伴
ヒ
節
類
ノ
需
要
大
ニ
増
加
セ
シ
ヲ
以
テ
価
格
モ
亦
前
日

ノ
比
ニ
ア
ラ
ス
�
是
ヲ
以
テ
節
類
ノ
製
造
ハ
水
産
製
品
中
最
利
益
多
キ

モ
ノ
ト
認
メ
�
従
来
ノ
粗
製
ニ
改
善
ヲ
加
ヘ
或
ハ
新
タ
ニ
鰹
漁
ヲ
開
始

ス
ル
等
着
々
発
達
セ
リ
�
是
経
済
ノ
原
理
ニ
基
ク
自
然
ノ
趨
勢
ト
雖
モ

昨
今
各
地
方
ニ
テ
地
方
税
或
ハ
協
議
費
等
ヲ
補
助
シ
テ
鋭
意
是
を
奨
励

セ
シ
結
果
亦
與
カ
リ
テ
大
ニ
力
ア
リ
�
4
中
略
7
茨
城
縣
ノ
節
ハ
従
来
暗

黒
色
ヲ
帯
ヒ
品
格
較や

々
劣
リ
シ
モ
昨
今
鋭
意
改
良
ヲ
圖
リ
�
多
ク
ハ
模
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範
ヲ
静
岡
縣
ニ
採
リ
テ
其
形
色
一
変
シ
大
ニ
品
位
ヲ
進
メ
タ
リ
�
殊
ニ

多
賀
郡
地
方
最
進
歩
セ
シ
カ
如
シ 

 史
料
10 
明
治
30
年 

第
二
回
水
産
博
覧
会
に
お
け
る
鰹
節
審
査
報

告 

農
商
務
省
水
産
局
.
第
二
回
水
産
博
覧
会
審
査
報

告
3
!
第
二
巻
第
一
冊 

明
治
32
年
４
月
15
日
発

行
% 

 

鰹
節 

鰹
節
類
ハ
本
邦
古
来
習
慣
ノ
食
品
ニ
シ
テ
�
上
下
一
般
ノ
嗜
好
ニ
適
ス

ト
雖
ト
モ
亦
保
生
上
必
要
ノ
料
食
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
�
寧
ロ
奢
侈
品
ニ
属

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
�
故
ニ
生
計
ノ
上
進
ス
ル
ニ
伴
フ
テ
倍
々
製
品
ノ
改
良

ヲ
謀
ラ
サ
ル
べ
カ
ラ
ス
�
鰹
節
ハ
多
ク
上
流
社
会
ノ
需
用
ニ
属
シ
�
農

家
ノ
如
キ
ハ
日
常
食
料
ノ
調
味
ニ
ハ
多
ク
煮
干
ノ
鯷
鰮
4
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
7
ヲ
用
ヒ
�
鰹
節
ノ
如
キ
ハ
容
易
ニ
食
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
カ
�
十
年

以
来
生
計
ノ
度
モ
亦
タ
漸
進
シ
�
随
テ
人
情
奢
侈
ニ
傾
ム
キ
シ
ヲ
以
テ

節
類
ノ
需
用
自
然
ニ
増
加
シ
�
地
方
ノ
当
業
者
モ
亦
鰹
漁
ノ
利
益
ト
製

品
改
良
ノ
必
要
ヲ
覚
リ
シ
ヲ
以
テ
�
地
方
廰
ニ
於
テ
モ
亦
タ
気
運
ラ
察

シ
大
ニ
勧
誘
シ
�
当
業
者
ノ
志
気
ヲ
衝
動
セ
シ
メ
タ
リ
�
節
類
カ
今
日

ノ
如
ク
改
良
進
歩
ニ
向
ヒ
シ
ハ
需
用
ノ
増
加
ニ
促
進
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果

ニ
基
ク
ト
雖
ト
モ
�
地
方
廰
ノ
勧
誘
モ
亦
タ
與
テ
力
ア
リ
�
近
年
鰹
漁

及
節
改
良
ノ
為
メ
地
方
税
及
郡
村
組
合
費
ヲ
以
テ
奨
励
幇
助
セ
シ
府
県

ヲ
挙
ケ
テ
既
往
ノ
状
勢
ヲ
示
ス 

 

4
中
略
7 

茨
城
県 

廿
三
年
高
知
縣
ヨ
リ
鰹
節
ノ
教
師
ヲ
聘
シ
テ
改
良
ニ
着
ス 

 

4
中
略
7 

此
調
査
ニ
依
レ
ハ
従
来
鰹
節
ノ
生
産
地
ニ
シ
テ
公
共
的
ノ
奨
励
補
助
ヲ

実
行
セ
サ
ル
県
ハ
千
葉
�
福
島
ノ
二
県
ニ
シ
テ
千
葉
県
ノ
如
キ
ハ
安
房

国
ハ
旧
来
節
ノ
産
地
ヲ
以
テ
市
場
ニ
顕
ハ
レ
精
品
ヲ
産
出
セ
シ
カ
近
来

上
総
下
総
ノ
沿
岸
鰹
漁
大
ニ
増
加
セ
シ
ニ
モ
係
ハ
ラ
ス
製
品
一
定
セ
ス

良
品
は
甚
タ
少
シ
�
又
東
南
海
岸
ニ
瀕
ス
ル
地
方
ニ
シ
テ
鰹
漁
を
営
マ

サ
ル
県
ハ
大
分
�
愛
知
ノ
二
県
ト
ス 

 

4
中
略
7 

鰹
節
類
ハ
各
地
固
有
ノ
製
法
ア
レ
ハ
随
テ
形
状
モ
又
自
カ
ラ
異
ナ
リ
�

各
地
方
ノ
製
造
者
ハ
互
ニ
其
長
短
ヲ
是
非
ス
ル
モ
�
其
本
原
ハ
繹
ヌ
レ

ハ
何
レ
モ
準
據
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
�
故
ニ
節
類
ノ
改
良
ヲ
謀
ル
ニ
於
テ

ハ
地
方
ニ
因
テ
模
範
ヲ
撰
ハ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
�
舊
昔
ヨ
リ
節
ノ
名
産
地

ト
シ
テ
世
ニ
称
揚
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
土
佐
�
薩
摩
ニ
シ
テ
次
ニ
伊
豆
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ト
ス
�
故
ニ
近
時
節
改
良
ノ
行
ハ
レ
ル
ニ
当
テ
概
ネ
名
産
地
ノ
節
ヲ
模

範
ト
セ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
�
又
舊
昔
最
モ
発
達
セ
シ
紀
州
産
ノ
節
ハ
即
チ

熊
野
節
ト
称
シ
�
夙
ニ
市
場
ニ
珍
重
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
世
態
ノ
変
遷
ニ
伴

ヒ
一
時
大
ニ
衰
退
シ
当
時
熊
野
節
ノ
称
ハ
地
ニ
墜
チ
ン
ト
セ
リ
�
然
レ

ト
モ
土
佐
節
ノ
起
源
ヲ
推
尋
ス
レ
ハ
本
ト
紀
洲
ヨ
リ
伝
来
セ
シ
モ
ノ
ナ

リ
�
千
葉
県
房
州
地
方
ノ
如
キ
モ
紀
州
ヨ
リ
傳
移
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
此

地
方
ノ
節
ハ
今
ニ
至
テ
尚
ホ
房
熊
ノ
名
ヲ
存
セ
リ
4
中
略
7
改
良
上
ノ
模

範
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
概
測
ス
ル
ニ
関
東
地
方
ハ
伊
豆
�
駿
河
ノ
節
ニ
匹

似
シ
目
下
改
良
上
ニ
モ
之
ヲ
則
ト
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
�
伊
勢
�
紀
伊
�

阿
波
�
伊
予
�
日
向
地
方
ハ
土
佐
節
ニ
類
似
シ
�
昨
今
改
良
上
ノ
機
運

モ
亦
之
ニ
則
ト
ス
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
�
肥
後
�
肥
前
ノ
節
ハ
概
ネ
薩
摩
節

ノ
分
流
ト
モ
云
フ
ヘ
ク
節
ノ
風
格
能
ク
比
儔
セ
リ
�
熊
本
県
ノ
如
キ
ハ

近
頃
土
佐
節
ニ
傚
フ
テ
改
良
ヲ
加
エ
シ
モ
実
際
ノ
市
價
ハ
却
テ
旧
来
ノ

薩
摩
風
ノ
モ
ノ
利
益
ヲ
占
メ
ン
�
如
斯
節
改
良
ノ
気
運
ニ
向
エ
ハ
爰
ニ

名
産
地
ノ
節
製
造
ノ
順
序
ト
之
ニ
使
用
ス
ル
要
具
ヲ
比
較
的
ニ
掲
ケ
テ

自
今
節
改
良
上
模
範
ヲ
採
ル
モ
ノ
ヽ
参
考
ニ
資
ス 

 
 
 

静
岡
県
志
太
郡
城
之
腰
鰹
節
製
造
ノ
順
序
並
要
具
ノ
構
造 

一 

竃
æ
石
材
ヲ
用
ユ
ó 

大
ノ
部 

 
 
 
 

小
ノ
部 

 
 
 

高 
 
 
 
 
 
 

三
尺
四
寸
五
分 

 

三
尺
二
寸
五
分 

 
 
 

幅 
 
 
 
 
 
 

二
尺
七
寸
五
分 

 

二
尺
六
寸 

 
 
 

火
口 

 
 
 
 
 

九
寸
五
分 

 
 
 

九
寸 

一 

煮
釜 

 
 
 

口
径 

 
 
 
 
 

二
尺
四
寸
五
分 

 

二
尺
一
寸
五
分 

 
 
 

高 
 
 
 
 
 
 

二
尺
一
寸
五
分 

 

二
尺 

〇
四
分 

一 

煮
籠 

 
 
 

直
径 

 

二
尺
二
寸
五
分 

 
 
 

高 
 
 
 
 
 
 

二
寸
九
分 

 
 
 

二
寸
七
分 

一 

釜 
 

五
枚 

一 

蒸
籠 

 
 
 

長 

二
尺
五
寸 

 

幅 

一
尺
五
寸
八
分 

 

高 

二
寸
二
分 

製
造
順
序 

籠
立 

一
籠
ニ
大
一
貫
二
百
目
ノ
モ
ノ
拾
八
本
�
小
六
百
目
ノ
モ
ノ

二
十
八
本 

煮
熟 

春
夏
秋
ヲ
問
ハ
ス
熱
度
ノ
最
高
點
華
氏
二
百
度
ト
シ
沸
煮
時

間
ハ
凡
ソ
一
時
間
�
魚
ノ
脂
肪
多
キ
ト
キ
ハ
二
十
分
乃
至
三
十
分
ヲ

増
ス
�
亦
魚
ノ
新
鮮
ナ
ル
ト
キ
ハ
熱
度
百
七
十
八
度
ノ
時
ヲ
善
ト
ス 

乾
燥 
初
日
ハ
焙
乾
二
十
分
�
翌
日
ヨ
リ
一
日
ニ
三
四
十
分
宛
焙
乾

シ
�
凡
ソ
十
日
間
æ
大
小
ニ
因
リ
差
ア
リ
ó
ニ
シ
テ
�
後
日
乾
ス
ル



!

 11 / 32!

三
四
日
�
又
削
リ
タ
ル
後
�
日
乾
三
四
日
ト
ス 

削
リ 

職
工
ニ
依
リ
差
ア
ル
モ
凡
ソ
一
日
ニ
大
六
十
本
ヨ
リ
四
十

本
�
小
ハ
百
本
ヨ
リ
六
十
本
�
又
一
本
ノ
削
代
ヲ
定
メ
テ
賃
削
リ
ヲ

ナ
ス
コ
ト
ア
リ 

黴
付 

春
夏
ハ
日
乾
セ
シ
モ
ノ
ヲ
樽
又
ハ
木
箱
ニ
密
詰
シ
�
凡
ソ
十

日
間
ヲ
経
テ
他
ノ
樽
或
ハ
箱
ニ
詰
替
後
七
日
ヲ
経
テ
青
黴
ヲ
生
ス
�

之
ヲ
一
番
黴
ト
称
ス
�
是
ニ
於
テ
日
乾
二
日
ニ
シ
テ
黴
ヲ
掃
ヒ
又
樽

或
ハ
木
箱
ニ
詰
メ
時
々
黴
ノ
生
ス
ル
ヲ
看
テ
日
乾
ス
æ
此
間
凡
ソ
十

八
九
日
間
ó
秋
ノ
冷
気
ニ
至
レ
ハ
容
易
ニ
発
黴
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
土
室

ニ
入
レ
テ
火
力
ヲ
與
フ
ル
コ
ト
ア
リ 

成
品 

春
夏
ノ
節
ハ
生
鮮
ノ
重
量
ニ
対
シ
凡
ソ
一
割
九
分
�
小
ハ
一

割
七
分
�
秋
節
ハ
大
一
割
八
分
�
小
ハ
一
割
六
分
留
リ
ト
ス 

製
造
期
節 

五
月
ヨ
リ
十
月
迄
ト
ス
�
六
七
八
ノ
三
-
月
ヲ
良
期
節

ト
ス 

 

4
中
略
7 

 
 
 

高
知
県
高
岡
郡
宇
佐
村
鰹
節
製
造
ノ
順
序
並
要
具
ノ
構
造 

一 

竃
æ
土
又
ハ
石
を
用
ユ
ó 

 

高 

二
尺
七
寸 

 

幅 

三
尺
六
寸 

 

火
口 

幅
一
尺
一
寸
・
高

二
尺
二
寸 

一 

煮
釜
æ
桶
ノ
縁
側
付
ó 

 
 

口
径 

二
尺
五
寸
æ
容
量
凡
そ
三
石
四
五
升
ó 

高 

三
尺 

一 

煮
籠 

 
 

直
径 

二
尺
三
寸 

 

高 

二
寸
五
分 

一 

釜 
 

十
二
枚
ヲ
容
ル 

一 

蒸
籠 

 
 

幅 

三
尺 

 

長 

六
尺 

製
造
順
序 

 

籠
立 

槙
並 

 

煮
熟 

春
夏
秋
共
ニ
凡
ソ
一
時
間
沸
騰
點
ニ
テ
煮
熟
ス 

乾
燥 

初
メ
節
ヲ
焙
乾
ス
ル
コ
ト
三
時
間
ニ
シ
テ
�
晴
天
ナ
レ
ハ
日

乾
シ
�
雨
天
ナ
レ
ハ
二
階
ノ
竹
簀
ニ
並
ヘ
テ
火
乾
ス 

削 

大
ハ
五
百
本
�
小
ハ
七
百
本
�
賃
銭
ハ
三
拾
銭 

黴
付 

竹
簀
ニ
巻
キ
或
ハ
樽
ニ
詰
メ
テ
一
周
間
静
置
ス
�
春
夏
秋
共

同
様
ナ
リ 

成
品 

春
夏
節
ニ
シ
テ
鮮
魚
ノ
重
量
ニ
対
シ
二
割
六
分
�
小
ハ
一
割

五
分
�
秋
節
ノ
大
ハ
一
割
八
分
�
小
ハ
一
割
四
分 

製
造
期
節 

大
概
一
年
中
ニ
ア
ル
モ
四
月
ヨ
リ
七
月
ヲ
良
期
ト
ス 

 

4
中
略
7 
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茨
城
縣 

鰹
節
�
鮪
節
�
鰹
亀
節
ノ
出
品
ア
リ
�
一
般
ニ
改
良
ノ
気
運

ニ
向
ヒ
�
品
位
概
シ
テ
一
定
セ
リ
�
殊
ニ
大
津
町
ハ
進
歩
著
シ
�
次
テ

久
慈
�
河
原
子
ノ
村
落
モ
亦
進
歩
セ
リ
�
将
来
他
ノ
部
落
モ
大
津
町
ニ

倣
フ
テ
鋭
意
改
良
セ
ハ
今
一
層
常
陸
節
ノ
聲
價
ヲ
発
揚
セ
ン
�
従
来
本

縣
ノ
節
ハ
或
部
ハ
改
良
ニ
傾
キ
シ
モ
亦
或
部
分
ニ
於
テ
ハ
舊
来
ノ
製
法

ヲ
墨
守
シ
節
ニ
非
常
ノ
等
差
ア
リ
シ
カ
此
回
ノ
出
品
ヲ
看
ル
ニ
営
業
者

此
両
三
年
時
勢
ニ
感
動
シ
テ
一
意
改
良
ニ
熱
衷
セ
シ
ノ
跡
ヲ
認
ム
�
殊

ニ
此
回
ノ
出
品
ハ
悉
ク
駿
河
節
ニ
因
テ
改
良
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
一
層
価

値
ヲ
加
ヱ
タ
リ
�
勉
励
セ
ハ
必
ス
出
藍
ノ
名
誉
ヲ
得
ヘ
シ 

 

史
料
11 

明
治
36
年 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
茨
城
の 

鰹
節 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
編
.
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
審
査
報
告 

第
三
部
3 

明
治
37
年
５
月
４
日

発
行 

■ 

明
治
三
十
六
年
!
一
九
〇
三
%
三
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
に
大

阪
で
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
f
こ
の
と
き
の
審
査
報
告

書
が
翌
三
十
七
年
五
月
四
日
に
博
覧
会
事
務
局
か
ら
発
行
さ
れ
た
f 

 

鰹
節
類
の
出
品
総
数
は
一
九
八
四
点
Y
人
数
一
六
六
八
人
に
及
び
Y
茨

城
県
か
ら
は
鰹
節
の
出
品
数
は
百
二
十
七
点
で
あ
る
f 

 

関
東
地
方
の
鰹
節
に
つ
い
て
?
従
来
関
東
ノ
節
類
ハ
概
シ
テ
粗
悪
ナ
リ

シ
カ
近
年
何
レ
ノ
県
モ
改
良
ニ
着
手
シ
特
ニ
奥
羽
地
方
ハ
著
シ
ク
改
良

ノ
跡
ヲ
認
ム
ル
J
と
評
さ
れ
た
f 

 

こ
の
節
改
良
の
一
助
に
供
す
る
た
め
だ
と
し
て
府
県
別
に
批
評
が
加

え
ら
れ
た
f
そ
の
中
で
批
評
者
は
次
の
よ
う
に
言
う
f 

 

こ
の
時
期
に
お
け
る
評
価
の
高
い
鰹
節
は
Y
高
知
Y
静
岡
Y
鹿
児
島
三

県
の
も
の
で
あ
る
f
そ
の
た
め
各
地
に
お
い
て
改
良
を
企
図
す
る
な
ら
最

も
需
要
の
多
い
こ
れ
ら
の
製
品
に
な
ら
う
べ
き
で
あ
る
f
も
g
と
も
鰹
の

性
質
は
地
方
に
よ
g
て
異
な
る
の
で
Y
右
の
三
県
の
う
ち
ど
れ
に
倣
う
べ

き
か
一
概
に
言
え
な
い
f
し
か
し
各
地
の
鰹
節
の
?
風
格
Y
風
貌
J
を
み

れ
ば
Y
ど
の
系
統
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
f
い
ず
れ
か
の
系
統

を
選
び
Y
改
良
に
力
を
入
れ
る
な
ら
ば
必
ず
そ
の
効
果
は
あ
ら
わ
れ
る
f

一
時
の
好
奇
心
に
か
ら
れ
中
途
で
他
の
系
統
に
変
え
る
Y
あ
る
い
は
一
時

の
感
情
で
旧
態
に
戻
る
な
ら
ば
Y
折
角
の
投
資
と
努
力
も
無
駄
に
な
る
f

今
回
の
出
品
を
み
る
と
劣
悪
品
は
跡
を
絶
ち
Y
殊
に
あ
る
地
方
で
は
五
Y

六
年
前
に
枯
木
の
ご
と
き
鰹
節
も
今
日
で
は
刮
目
し
て
見
る
べ
き
良
品

と
な
g
て
い
る
f
こ
れ
は
改
良
の
効
果
が
現
れ
た
典
型
と
い
え
る
f 

 

こ
の
よ
う
に
総
括
し
た
あ
と
府
県
別
に
評
価
を
す
る
f
こ
こ
で
は
初
め

に
茨
城
県
産
鰹
節
の
評
価
を
示
し
Y
の
ち
隣
接
の
千
葉
・
福
島
・
神
奈
川

県
お
よ
び
茨
城
県
が
見
習
う
べ
き
と
す
る
静
岡
!
伊
豆
%
・
高
知
県
の
評

価
を
抜
き
出
し
て
紹
介
す
る
� 

茨
城
縣
ハ
百
六
點
ヲ
出
品
セ
リ
�
本
縣
ハ
夙
ニ
節
ノ
改
良
ニ
着
手
セ
シ

モ
中
途
ニ
シ
テ
人
気
ノ
解
弛
セ
シ
為
メ
一
般
ニ
及
ハ
サ
ル
ト
コ
ロ
ア
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リ
�
頗
ル
遺
憾
ノ
事
ナ
リ
�
大
津
町
�
那
珂
湊
ハ
概
シ
テ
改
良
ノ
跡
ヲ

認
ム
ル
モ
川
尻
�
平
潟
�
其
他
ハ
改
良
ノ
効
ヲ
全
フ
セ
サ
ル
カ
如
シ
�

改
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
全
般
ニ
及
ン
テ
初
メ
テ
成
効
ニ
至
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
�

此
地
方
ノ
当
業
者
ハ
鋭
意
撓
マ
ス
常
陸
節
ノ
聲
價
ヲ
全
フ
ス
ヘ
シ
�
本

縣
ノ
如
キ
ハ
概
ネ
高
知
ノ
系
統
ニ
出
ツ
ル
モ
�
近
頃
ニ
至
リ
小
節
ノ
如

キ
ハ
特
ニ
伊
豆
ノ
系
統
ニ
因
ル
モ
ノ
多
シ
�
悉
ク
伊
豆
ノ
系
統
ニ
改
良

ス
ル
□
却
テ
利
益
ア
ル
ヲ
認
ム 

千
葉
縣
ハ
九
十
九
点
ヲ
出
品
セ
リ
�
本
縣
ノ
鰹
節
ハ
房
州
節
ヲ
房
熊
ト

称
シ
�
東
京
市
中
ニ
ハ
夙
ニ
称
セ
ラ
レ
�
一
種
ノ
品
格
ヲ
備
フ
ル
モ
広

ク
世
ニ
知
ラ
レ
ス
�
本
縣
ノ
節
ハ
多
ク
此
系
統
ニ
因
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
�

房
州
ノ
一
部
ハ
良
品
ヲ
出
セ
シ
モ
�
其
他
ノ
地
方
ハ
概
シ
テ
粗
笨
ニ
シ

テ
従
来
荒
節
ニ
テ
販
売
セ
シ
ト
コ
ロ
ア
リ
シ
カ
�
此
両
三
年
来
静
岡
縣

焼
津
ヨ
リ
教
師
ヲ
聘
シ
テ
改
良
ニ
着
手
セ
シ
結
果
�
今
回
ノ
出
品
之
如

キ
ハ
殆
ン
ト
焼
津
節
ニ
伯
仲
ス
ル
ノ
良
品
ヲ
出
セ
リ
�
然
レ
ト
モ
着
手

ノ
日
浅
キ
ヲ
以
テ
纔
カ
小
部
分
ノ
改
良
ニ
過
キ
ス
�
銚
子
町
ノ
如
キ
最

モ
産
額
ノ
多
キ
地
方
カ
改
良
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
一
層
改
良
ノ
効
ヲ
挙
ケ
�

其
ノ
利
益
モ
亦
大
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
未
タ
之
ニ
及
ハ
サ
ル
ハ
遺
憾
ト
云
フ
ヘ

シ
�
今
日
ノ
成
績
ニ
依
テ
考
フ
レ
ハ
縣
下
一
般
焼
津
節
ニ
改
良
ス
ル
ノ

利
益
ア
ル
ヲ
覚
ユ 

福
島
縣
ハ
百
二
點
ヲ
出
品
セ
リ
�
本
縣
ノ
鰹
節
ハ
石
城
郡
最
モ
多
ク
�

従
来
磐
城
節
ト
云
ヘ
ハ
殆
ン
ト
荒
節
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
産
出
セ
シ
カ
�
今

回
ノ
出
品
ヲ
観
ル
ニ
未
タ
一
般
ニ
進
歩
ノ
跡
ヲ
認
メ
ス
�
随
テ
良
品
ニ

乏
シ
キ
モ
又
極
メ
テ
劣
等
ノ
モ
ノ
ナ
キ
ハ
徐
々
ニ
幾
分
ノ
改
良
ハ
行
ハ

レ
ツ
ヽ
ア
ル
カ
如
シ
�
本
縣
ノ
節
ハ
静
岡
県
伊
豆
ノ
系
統
ニ
因
ル
モ

往
々
房
州
節
ノ
形
跡
ア
リ
�
是
等
ハ
改
良
ノ
目
的
一
定
セ
サ
ル
ノ
致
ス

ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
一
般
ニ
伊
豆
ノ
系
統
ヲ
以
テ
改
良
ス
ヘ
シ
�
区
々
分
裂

ス
ル
ハ
却
テ
不
利
益
ナ
リ
�
最
モ
産
額
ノ
多
キ
小
名
浜
地
方
ハ
速
カ
ニ

改
良
ニ
着
手
シ
�
磐
城
節
ノ
聲
價
ヲ
大
ニ
発
揚
シ
テ
茨
城
県
ト
駢
馳
ス

ヘ
シ 

神
奈
川
縣
ハ
十
一
点
ヲ
出
品
セ
リ
�
本
縣
ハ
沿
海
線
ノ
長
キ
割
合
ニ
漁

業
地
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
二
三
漁
村
ニ
過
キ
ス
�
随
テ
鰹
漁
業
ヲ
営
ム
モ

ノ
極
メ
テ
少
シ
�
目
下
節
類
ノ
産
出
地
ト
シ
テ
ハ
僅
カ
ニ
小
田
原
町
ノ

一
部
ニ
過
キ
ス
�
殊
ニ
鮪
小
節
ニ
ハ
稍
々
良
品
ア
ル
モ
鰹
節
ト
シ
テ
ハ

良
品
ニ
乏
シ
�
是
レ
生
賣
ノ
便
宜
ア
ル
カ
為
メ
製
造
者
ノ
注
意
セ
サ
ル

ニ
因
ル
ヘ
シ
ト
雖
ト
モ
本
県
ノ
如
キ
ハ
鰹
漁
業
ヲ
拡
張
ス
ル
ノ
余
地
ア

レ
ハ
尚
ホ
進
ン
テ
経
営
ス
ヘ
シ 

静
岡
縣
ハ
二
百
九
十
三
點
ヲ
出
品
セ
リ
�
本
縣
ハ
伊
豆
�
駿
河
�
遠
江

ノ
三
国
ヲ
包
轄
ス
ル
ヲ
以
テ
鰹
節
ノ
製
造
モ
此
三
国
ノ
沿
海
多
少
異
ナ
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ル
ト
コ
ロ
ア
リ
�
伊
豆
ハ
夙
ニ
鰹
節
ノ
聲
價
ヲ
揚
ケ
�
次
テ
駿
河
ニ
及

ヒ
昨
今
遠
州
地
方
ノ
節
大
ニ
改
良
セ
リ
�
本
縣
ハ
鰹
節
製
造
ニ
ハ
一
般

ニ
熱
中
シ
竟
ニ
一
派
ヲ
標
榜
ス
ル
ニ
至
リ
昨
今
各
地
方
節
類
改
良
ノ
規

範
ト
シ
テ
世
間
ニ
称
揚
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
及
ヘ
リ
�
今
回
ノ
出
品
三
国
ニ
分

チ
テ
品
評
ス
レ
ハ
伊
豆
ハ
製
法
ノ
一
定
セ
シ
ヲ
以
テ
製
造
上
ニ
ハ
非
難

ナ
キ
モ
不
揃
ノ
観
ア
リ
�
如
何
ナ
ル
機
会
ニ
因
ル
カ
脊
節
ノ
脊
皮
剥
落

シ
テ
品
位
ヲ
損
セ
シ
モ
ノ
多
シ
�
是
レ
或
ハ
漁
場
漸
ク
遠
ク
ナ
リ
テ
魚

ノ
疲
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
製
シ
タ
ル
カ
�
或
ハ
賃
切
ノ
為
ニ
取
扱
ノ
宜
キ
ヲ

得
サ
ル
ニ
因
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
乎
�
又
大
形
ア
リ
中
形
ア
リ
小
形
ア
リ
稍

ヤ
歩
調
ヲ
乱
シ
場
面
整
粛
ナ
ラ
サ
ル
ノ
感
ア
リ
�
駿
河
沼
津
地
方
ノ
節

ハ
悉
ク
改
良
ノ
域
ニ
達
セ
サ
ル
モ
�
焼
津
地
方
ニ
至
リ
テ
ハ
形
格
一
定

シ
�
黴
肌
ハ
恰
モ
朝
霞
ノ
遠
山
ニ
靉
靆
タ
ル
カ
如
ク
濃
ナ
ラ
ス
淡
ナ
ラ

ス
自
ラ
風
儀
ノ
整
々
タ
ル
ヲ
覚
ユ
�
今
日
焼
津
節
ト
シ
テ
一
派
ヲ
標
榜

ス
ル
ノ
價
値
ア
リ
�
是
レ
今
回
名
誉
賞
牌
ヲ
與
ヘ
タ
ル
所
以
ナ
リ
�
鰹

節
ハ
黴
肌
ノ
如
何
ニ
因
テ
品
位
ノ
良
否
ヲ
別
ツ
ヲ
以
テ
一
般
ニ
黴
付
ニ

注
意
シ
製
造
ノ
巧
拙
モ
亦
黴
付
ノ
矩
合
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ

ハ
節
ニ
黴
付
ト
云
フ
ハ
節
製
造
ノ
主
能
ナ
リ
�
遠
州
ハ
後
進
ト
雖
モ
昨

今
ハ
著
シ
ク
改
良
シ
往
々
焼
津
節
ト
駢
馳
ス
ル
モ
ノ
輩
出
セ
リ
�
殊
ニ

吉
田
�
御
前
崎
地
方
最
モ
進
歩
セ
リ
�
望
ラ
ク
ハ
遠
州
沿
海
一
團
ノ
下

ニ
歩
武
ヲ
整
ヘ
一
斉
ニ
改
良
セ
ン
コ
ト
ヲ 

高
知
縣
ハ
百
八
十
三
點
ヲ
出
品
セ
リ
�
本
県
ハ
古
来
土
佐
節
ト
シ
世
ニ

鰹
節
ノ
製
法
ヲ
説
ク
モ
ノ
多
ク
ハ
土
佐
ヲ
祖
述
シ
土
佐
節
ノ
称
號
ハ
広

ク
人
口
ニ
膾
炙
セ
リ
�
就
中
山
崎
一
家
ノ
製
造
品
ノ
如
キ
ハ
改
良
ノ
効

顕
著
ナ
ル
ヲ
以
テ
名
誉
賞
ヲ
與
へ
タ
ル
所
以
ナ
レ
ハ
他
ノ
製
造
業
者
モ

之
ニ
倣
フ
テ
改
良
ヲ
企
ツ
へ
キ
ナ
リ
�
近
来
各
地
方
競
フ
テ
節
類
ノ
改

良
ニ
着
手
ス
ル
ニ
當
ツ
テ
多
ク
ハ
高
知
�
静
岡
ノ
二
縣
ヨ
リ
師
ヲ
聘
シ

テ
規
範
ヲ
採
ル
�
然
ル
ニ
今
回
ノ
出
品
ヲ
看
ル
ニ
一
二
ノ
良
品
ア
ル
ニ

反
シ
テ
粗
製
品
モ
亦
多
シ
�
品
位
ノ
段
階
如
斯
甚
シ
キ
ハ
名
産
地
ト
シ

テ
歎
ス
ヘ
コ
ト
ナ
リ
�
東
部
落
ノ
節
ノ
如
キ
ハ
前
回
ニ
比
シ
粗
製
品
殊

ニ
多
シ
�
今
日
ノ
土
佐
節
カ
敢
テ
粗
製
ナ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
モ
他
地
方

カ
昨
今
孜
々
怠
ラ
ス
改
良
ニ
着
手
セ
シ
結
果
遂
ニ
今
日
ノ
感
ア
ル
モ
ノ

ナ
ラ
ン
�
是
等
ハ
一
縣
内
ノ
利
益
ノ
點
ヨ
リ
云
フ
モ
土
佐
節
ノ
價
値
ヲ

堕
ス
ハ
寔
ニ
遺
憾
ノ
事
ナ
リ
�
四
境
ニ
強
敵
ア
リ
�
徒
ラ
ニ
門
地
ヲ
恃

ミ
テ
内
ヲ
治
メ
サ
レ
ハ
遂
ニ
名
聲
ハ
他
に
移
り
て
荒
砌
頽
池
ノ
歎
ヲ
発

ス
ル
ニ
至
ラ
ン
�
當
業
者
ハ
一
團
ト
ナ
リ
歩
調
ヲ
整
ヘ
一
斉
ニ
改
良
ヲ

謀
ル
ヘ
シ 

 
4
中
略
7 

三
重
縣
ハ
百
九
十
三
点
ヲ
出
品
セ
リ
4
中
略
7
今
回
出
品
ノ
如
キ
甚
タ
良

品
ニ
乏
シ
�
元
来
本
縣
ノ
節
製
造
ハ
黴
付
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
極
メ
テ
感

念
薄
ク
�
俗
ニ
云
フ
殆
ン
ト
生
地
枯
節
ニ
類
ス
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
得
意
ト
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ス
ル
ノ
風
ア
リ
�
是
即
チ
世
間
ニ
広
ク
称
セ
ラ
レ
サ
ル
原
因
ナ
リ
�
節

ハ
全
テ
黴
肌
ヲ
以
テ
節
本
體
ノ
肌
ト
ス
レ
ハ
日
乾
シ
テ
生
地
枯
ニ
似
タ

ル
節
肌
ニ
テ
ハ
将
来
廣
ク
需
要
需
要
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
否
ヤ
ハ
疑
問
ナ
リ
�

或
ハ
曰
ク
黴
ハ
節
ニ
ハ
何
ノ
効
ヲ
ナ
サ
ス
�
黴
ノ
性
質
ニ
因
テ
ハ
人
體

ニ
害
ア
ル
ヲ
以
テ
黴
ニ
重
キ
ヲ
置
ク
ノ
要
ナ
シ
�
只
克
ク
乾
燥
セ
ハ
足

レ
リ
ト
�
理
論
ハ
或
ハ
然
ラ
ン
�
然
レ
ト
モ
古
来
ノ
種
々
ノ
経
験
ニ
因

リ
テ
黴
ハ
節
ノ
製
造
ニ
ハ
最
モ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
�
只
形
容
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
多
少
味
ノ
如
何
ニ
モ
関
シ
�
且
ツ
製
品
ノ
性
質
ト
シ
テ
古
来
ヨ
リ

慣
習
上
世
ニ
賞
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ヲ
只
一
片
ノ
理
論
ニ
テ
之
ヲ
排
斥
ス
ル

ハ
早
計
ナ
リ
�
若
シ
理
論
ノ
如
キ
製
品
ヲ
販
売
セ
ハ
必
価
値
ヲ
落
ス
ヘ

シ
�
假
令
理
論
ハ
正
確
ナ
ル
モ
慣
習
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
一
時
ニ
排
斥
ス
へ

カ
ラ
ス
�
況
ン
ヤ
黴
ノ
為
メ
ニ
害
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ク
�
却
テ
製
品

ノ
品
位
ヲ
高
フ
ス
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
�
無
害
有
益
ト
ス
レ
ハ
慣
習
ヲ
破
リ

強
イ
テ
黴
付
ヲ
排
斥
ス
ル
ノ
必
要
ナ
カ
ル
ヘ
シ 

 

史
料
12 

明
治
36
年 

那
珂
郡
前
渡
村
前
浜
の
鰹
節
製
法 

大
内
地
山
編
.
茨
城
県
水
産
誌 

第
五
編
3 

一
三 

前
浜
の
鰹
節 

那
珂
郡
前
渡
村
大
字
前
濱
な
る
黒
沢
彦
衛
門
の
鰹
節
は
県
下
に
て
有
名

な
も
の
で
あ
つ
て
�
明
治
三
十
五
六
年
頃
か
ら
非
常
な
好
評
を
博
し
た

も
の
で
あ
る
�
其
れ
は
要
す
る
に
同
人
の
使
用
し
た
水
が
適
当
し
て
ゐ

た
と
い
ふ
結
論
と
な
る
の
で
あ
る
が
�
明
治
三
十
六
年
に
大
阪
第
五
回

勧
業
博
覧
会
へ
出
品
し
た
と
き
の
説
明
書
が
あ
る
か
ら
左
に
之
を
掲
げ

る
こ
と
ゝ
し
た
� 

 

製
造
の
方
法 

最
初
生
鰹
の
え
ら
�
腸
を
抜
き
去
り
�
清
水
の
流
通

す
る
箱
井
戸
æ
俗
に
き
つ
つ
と
も
云
ó
へ
生
鰹
を
浸
し
置
く
事
殆
ん
と

二
三
時
間
と
せ
り
�
然
れ
と
も
其
の
鮮
度
に
依
り
て
浸
し
置
く
時
間
に

伸
縮
を
な
し
�
共
適
度
を
見
計
ひ
而
し
て
切
断
に
着
手
す
�
第
一
生
鰹

の
首
及
腹
身
を
切
り
放
ち
以
て
骨
を
抜
去
り
�
直
ち
に
四
片
と
な
し
た

る
を
煮
籠
へ
小
喆
4
詰
7
と
な
す
�
其
際
身
割
疵
或
は
欠
損
等
あ
る
も
の

は
直
ち
に
生
肉
を
摺
り
込
み
修
繕
を
為
し
�
其
傍
ら
よ
り
煮
籠
へ
小
詰

を
す
る
な
り
�
煮
籠
の
穴
痕
を
塞
ぐ
為
め
に
粗
朶
æ
藁
の
事
を
云
ふ
ó

の
太
き
根
本
を
切
り
捨
て
�
細
き
処
を
ば
木
槌
を
以
て
打
叩
し
柔
か
に

し
て
水
に
浸
し
�
其
れ
を
煮
籠
へ
敷
き
並
べ
用
ゆ
る
な
り
�
釜
の
湯
沸

騰
の
適
度
を
見
て
三
四
枚
も
小
詰
し
た
れ
ば
直
ち
に
釜
へ
投
入
す
�
又

出
来
次
第
釜
へ
入
る
な
り
�
但
し
一
釜
に
対
し
煮
籠
八
九
枚
と
す
�
釜

入
し
た
る
後
又
沸
騰
し
た
る
際
は
冷
水
を
注
入
し
�
而
し
て
一
時
三
十

分
間
位
に
し
て
熟
煮
せ
り
�
熟
煮
せ
ば
釜
よ
り
揚
げ
�
籠
の
儘
温
熱
を
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冷
却
す
る
迄
空
潔
な
る
地
に
並
べ
置
き
�
冷
や
か
な
り
せ
ば
取
出
し
�

井
爐
及
火
山
井
爐
等
へ
移
し
置
き
�
夫
よ
り
骨
抜
を
な
す
な
り
� 

 

骨
抜
方
法 

煮
揚
げ
た
る
節
の
脊
皮
を
剥
ぎ
取
り
�
腰
部
の
大
骨
合

断
骨
等
を
抜
き
て
�
其
翌
日
に
至
り
全
部
の
骨
を
ば
抜
き
取
り
�
抽
出

附
窯
及
手
火
山
に
て
火
を
入
る
ゝ
な
り
�
則
ち
此
の
一
番
火
を
水
切
火

と
称
す
�
舊
四
月
五
月
六
月
中
旬
に
て
は
骨
抜
た
る
迹
を
洗
滌
せ
ず
�

舊
六
月
中
旬
よ
り
煮
揚
た
る
節
�
膚
及
脊
部
に
脂
肪
を
浮
有
す
る
が
故

に
舊
七
月
下
旬
迄
は
小
半
切
桶
へ
清
水
を
充
分
に
汲
入
し
�
骨
抜
次
第

其
の
虜
を
除
去
せ
ん
為
め
洗
滌
す
�
舊
八
九
十
月
に
至
れ
ば
尚
一
層
該

脂
肪
甚
し
�
因
て
骨
を
抜
き
直
ち
に
該
煮
汁
の
温
か
な
る
を
以
て
脊
部

を
洗
ふ
も
の
な
り
�
其
洗
滌
せ
し
煮
汁
の
汚
濁
せ
し
時
に
は
又
汲
み
換

へ
て
洗
滌
す
� 

 

火
入
方
法 

骨
抜
次
第
直
ち
に
水
切
火
æ
則
一
番
火
を
云
ふ
ó
を
焙

爐
に
て
入
る
ゝ
な
り
�
而
し
て
後
熱
の
冷
却
せ
ば
該
節
の
疵
の
有
無
を

調
べ
疵
あ
る
も
の
は
除
き
置
き
�
摺
肉
を
以
て
修
繕
を
加
へ
二
番
火
を

入
る
ゝ
な
り
�
又
熱
を
冷
ま
し
翌
日
に
至
り
乾
燥
室
に
転
じ
並
べ
て
午

前
七
時
よ
り
午
後
二
時
頃
迄
槶
或
は
楢
槙
を
焚
き
�
其
火
力
の
温
度
を

計
り
火
人
を
な
す
�
該
室
内
に
並
べ
置
き
し
節
を
毎
日
縦
横
左
右
に
並

べ
換
へ
る
な
り
�
第
一
肝
要
な
る
は
火
入
な
り
と
す
�
室
内
の
手
数
を

重
ず
る
程
該
節
の
効
力
希
有
す
�
又
内
部
ま
で
火
力
を
充
分
に
通
ず
る

な
り
�
腐
敗
及
鉄
砲
虫
æ
俗
に
ガ
イ
ダ
虫
と
も
云
ふ
ó
の
虞
聊
か
も
な

か
る
べ
き
様
注
意
し
�
日
数
殆
ん
と
十
日
間
に
て
全
く
堅
ま
る
�
荒
節

則
ち
是
れ
也
�
依
て
乾
燥
室
よ
り
取
出
し
�
該
荒
節
を
脊
部
と
腹
部
と

を
転
覆
し
�
一
日
程
日
光
に
て
干
す
な
り
�
其
熱
気
冷
却
し
た
る
と
き

は
一
旦
四
斗
樽
又
は
箱
へ
詰
め
置
き
�
而
し
て
四
日
程
経
て
削
り
初
む

る
な
り
�
其
削
り
た
る
節
の
脊
と
腹
と
を
又
繰
返
へ
し
一
日
半
程
天
日

に
て
干
か
し
�
雨
天
な
る
時
は
手
火
山
に
て
火
入
を
な
し
�
其
熱
の
冷

め
ざ
る
内
に
棕
櫚
た
わ
し
に
て
こ
す
り
�
熱
の
冷
む
る
を
俟
て
四
斗
樽

又
は
箱
に
詰
め
貯
蔵
す
�
然
す
れ
ば
後
に
青
黴
発
生
す
る
が
故
に
詰
め

置
か
れ
し
樽
又
は
箱
中
の
上
部
に
黴
発
生
す
れ
ば
上
と
下
と
を
転
じ
て

詰
め
換
ゆ
る
な
り
�
而
し
て
亦
該
節
の
全
部
に
青
黴
を
生
ず
�
其
黴
附

の
加
減
を
見
て
又
日
光
に
干
し
藁
み
ご
に
て
製
し
た
る
箒
を
以
て
其
黴

を
掃
き
落
す
も
の
な
り
� 

■ 

明
治
三
十
六
年
!
一
九
〇
三
%
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博

覧
会
に
お
い
て
Y
鰹
節
の
茨
城
県
受
賞
者
は
一
等
賞
に
多
賀
郡
大
津
町

!
北
茨
城
市
%
の
村
田
佐
平
Y
二
等
賞
に
同
町
の
村
田
茂
三
郎
Y
三
等
賞

に
那
珂
郡
湊
町
!
ひ
た
ち
な
か
市
%
の
深
作
松
之
介
Y
同
古
川
祐
蔵
Y
多

賀
郡
大
津
町
の
鉄
庄
治
平
Y
同
郡
豊
浦
町
!
日
立
市
%
の
鈴
木
貫
一
郎
Y

同
郡
平
潟
町
!
北
茨
城
市
%
の
鈴
木
辰
吉
f
褒
状
は
湊
町
の
青
木
伊
三
郎
Y
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平
磯
町
!
ひ
た
ち
な
か
市
%
の
軍
司
千
代
松
Y
大
津
町
の
鈴
木
子
之
吉
・

鈴
木
太
重
・
鈴
木
七
郎
次
・
鉄
大
吉
蔵
・
鉄
庄
重
・
鈴
木
春
吉
・
村
田
留

之
介
・
岡
部
重
松
・
村
田
兼
次
・
村
田
政
四
郎
・
永
山
富
太
郎
Y
豊
浦
町

篠
原
新
平
・
日
高
村
坂
本
丑
松
の
十
五
人
で
あ
る
f 

 

那
珂
郡
前
渡
村
前
浜
の
黒
沢
彦
衛
門
は
Y
鮪
荒
粕
で
褒
状
を
手
に
し

て
い
る
f 

 

史
料
13 

明
治
37
年 
鰹
漁
の
不
振 

茨
城
県
.
明
治
三
十
七
年
茨
城
県
統
計
書
!
産
業
%
第

三
編
3 

明
治
40
年
５
月
25
日
発
行 

一 

漁
況 

4
中
略
7
夏
季
ニ
於
テ
鰹
大
漁
ア
リ
�
数
年
来
不
漁
ノ
愁
眉
ヲ
開
キ
大
ニ

活
気
ヲ
呈
セ
シ
ト
雖
�
漸
次
漁
場
ノ
遠
隔
ニ
移
ル
ニ
従
ヒ
薄
漁
ト
ナ
リ
�

後
半
期
ハ
平
年
ニ
異
ナ
ラ
ス
4
中
略
7
概
シ
テ
沿
岸
漁
業
ハ
稍
好
況
ナ
リ

シ
ト
雖
遠
洋
的
漁
業
ハ
鰹
ヲ
除
ク
外
不
漁
ナ
リ
4
以
下
略
7 

 

史
料
14 

明
治
39
年 

久
慈
浜
の
鰹
漁
と
鰹
節
相
場 

.
い
は
ら
き
3
新
聞 

明
治
39
年
８
月
８
日
付 

 
 
 

久
慈
浜
の
鮭
漁
と
相
場!

一
両
日
前
よ
り
毎
日
一
万
尾
位
の
鰹
漁
獲
あ
□
目
下
相
場
は
大
物
一
尾

三
十
二
三
銭
�
並
物
二
十
四
五
銭
位
な
る
が
�
近
々
大
漁
あ
る
べ
き
見

込
み
に
て
漁
夫
共
は
却
々
の
意
気
込
み
な
り
�
因
み
に
鰹
節
は
上
物
一

貫
目
二
円
八
十
銭
�
並
物
二
円
五
十
六
銭
に
て
�
荒
粕
は
一
貫
目
三
十

銭
位
な
り
と!

 

史
料
15 

明
治
43
年 

鰹
漁
業
と
鰹
節
生
産 

茨
城
県
庁
.
茨
城
県
産
業
要
覧
3 

明
治
43
年
10
月

17
日
発
行 

 
 
 
 
 

第
十
二 

水
産
業 

本
縣
の
東
方
一
帯
は
大
平
洋
に
面
し
多
賀
�
久
慈
�
那
珂
�
東
茨
城
�

鹿
島
五
郡
の
沿
岸
は
潮
流
の
去
来
さ
る
所
な
く
�
此
間
三
十
六
箇
町
村

の
漁
場
南
北
に
點
點
相
亙
れ
り
�
潮
流
概
し
て
緩
和
暖
寒
二
流
交
々
流

過
せ
る
を
以
て
遠
海
魚
類
の
回
游
夥
し
く
�
岩
礁
あ
り
て
海
底
変
化
に

富
め
る
を
以
て
魚
介
藻
類
の
蕃
殖
に
適
し
�
陸
に
於
て
は
霞
ケ
浦
4
中

略
7
故
に
古
来
よ
り
漁
業
盛
に
し
て
産
額
も
亦
夥
多
な
り
�
最
近
の
調
査

に
依
れ
ば
漁
業
者
総
数
九
千
二
百
七
十
六
戸
漁
船
一
万
二
千
七
百
四
十

二
隻
æ
内
西
洋
型
帆
船
二
隻
を
含
む
ó
漁
獲
物
鹹
水
産
百
七
十
八
萬
八

千
百
八
十
六
円
�
淡
水
産
三
十
三
萬
二
千
五
百
四
十
五
円
�
合
計
二
百

十
二
萬
七
百
三
十
一
円
�
又
製
造
品
は
鰹
節
其
他
主
な
る
食
用
品
七
十
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八
萬
八
千
四
百
三
十
四
円
�
肥
料
其
他
雑
製
品
十
九
萬
三
百
九
十
三
円
�

合
計
九
十
七
萬
八
千
八
百
二
十
七
円
�
此
外
製
鹽
一
萬
四
千
三
百
九
十

八
石
�
價
格
三
萬
五
千
百
三
十
一
円
あ
り
遠
洋
漁
業
に
あ
り
て
は
未
た

発
達
す
る
に
至
ら
さ
る
も
�
明
治
三
十
九
年
西
洋
型
帆
船
筑
波
丸
を
建

造
し
て
範
を
営
業
者
に
示
し
四
十
三
年
度
よ
り
は
磯
濱
築
港
を
断
行
し

て
遠
洋
漁
輝
の
根
據
地
を
経
営
す
る
の
計
畫
成
り
�
或
は
諸
所
に
避
難

港
を
設
け
て
漁
艇
の
出
入
に
便
す
る
等
将
来
発
展
の
基
礎
著
著
と
し
て

實
行
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り 

 

4
中
略
7 

本
縣
に
於
て
は
明
治
二
十
八
年
既
に
水
産
巡
廻
教
師
を
置
き
三
十
二
年

磯
濱
町
に
水
産
試
験
場
を
設
置
し
�
各
種
の
試
験
竝
に
奨
励
指
導
の
任

に
当
ら
し
め
�
三
十
七
年
に
至
り
更
に
水
産
講
習
所
を
設
け
試
験
場
と

相
対
し
て
専
ら
講
習
事
業
を
分
擔
せ
し
め
た
り
し
も
�
四
十
一
年
よ
り

之
を
廃
止
し
�
講
習
事
業
は
試
験
場
の
手
に
依
り
て
経
営
す 

 

4
中
略
7 

 
 
 

鰹
漁
業 

一
�
沿
革 

鰹
は
本
縣
沿
海
に
於
て
最
多
量
の
漁
獲
あ
り
�
往
時
の
鰮
に
於
け
る
と

同
し
く
之
か
豊
凶
は
漁
村
の
経
済
に
至
大
の
影
響
を
與
へ
た
り
�
去
れ

と
往
時
は
現
今
の
如
く
甚
た
盛
な
ら
す
�
組
織
概
ね
小
に
し
て
漁
夫
僅

に
五
六
人
よ
り
十
人
に
充
た
す
4
一
艘
あ
た
り
乗
込
人
数
か
7
�
漁
獲
高
も

亦
五
六
百
尾
よ
り
七
八
百
尾
に
過
き
す
�
千
尾
を
釣
獲
す
る
か
如
き
は

實
に
稀
有
の
事
に
屬
し
�
古
来
千
の
餅
と
称
し
千
尾
を
獲
す
れ
は
餅
を

擣
き
親
戚
知
友
に
配
付
し
て
慶
祝
し
た
り
と
云
ふ
に
徴
し
て
知
る
へ

し
�
而
し
て
漁
船
に
は
明
治
十
年
の
頃
船
首
を
飾
り
定
紋
を
附
す
る
の

奇
習
行
は
れ
た
り
し
も
�
幾
何
も
な
く
し
て
衰
へ
た
り
�
船
體
は
年
年

大
と
な
り
�
二
十
年
の
頃
に
は
漁
夫
十
七
�
八
人
宛
乗
組
み
漁
獲
も
愈
々

増
加
す
る
に
至
れ
り
�
三
十
年
頃
よ
り
組
織
次
第
に
拡
大
と
な
り
�
現

今
に
於
て
は
船
の
肩
一
丈
に
及
ひ
漁
夫
も
亦
二
十
五
人
よ
り
三
十
五
人

に
達
し
�
隨
て
漁
場
の
如
き
も
大
に
拡
張
せ
ら
れ
�
往
時
沿
岸
を
去
る

僅
か
十
四
五
浬
の
沖
合
な
り
し
も
�
今
や
四
�
五
十
浬
乃
至
百
二
十
三

浬
に
及
ひ
�
其
漁
獲
数
も
二
千
尾
乃
至
三
千
尾
を
釣
獲
す
る
こ
と
少
か

ら
さ
る
に
至
れ
り 

二
�
漁
業
地 

磯
濱
町
�
湊
町
�
平
磯
町
�
磯
崎
町
�
久
慈
町
�
水
木
町
�
河
原
子

町
�
豊
浦
町
�
会
瀬
村
�
大
津
町
�
平
潟
町
等
に
し
て
漁
船
数
二
百
十

一
隻
を
算
す 

三
�
漁
獲
高 
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明
治
三
十
九
年 

 
 

七
四
二
�
四
一
〇
貫 

 

三
五
四
�
六
五
七
円 

明
治
四
十
年 

 

一
�
三
二
三
�
四
二
八
貫 

 

六
六
三
�
七
四
二
円 

明
治
四
十
一
年 

一
�
五
九
九
�
七
〇
六
貫 

 

九
一
〇
�
七
八
〇
円 

四
�
生
産
状
態 

鰹
は
其
漁
獲
高
の
約
二
割
乃
至
三
割
は
之
を
鮮
魚
に
て
販
賣
に
供
す
と

雖
も
他
は
都
て
之
を
鰹
節
に
製
す
る
を
普
通
と
す 

鰹
節
は
本
縣
水
産
製
造
界
に
於
て
最
重
要
な
る
も
の
に
し
て
啻
に
本
縣

産
の
鰹
の
み
な
ら
す
他
府
縣
よ
り
も
荒
節
を
輸
入
し
て
之
を
加
工
す
�

然
れ
と
も
本
縣
の
製
法
は
之
を
静
岡
�
土
佐
等
に
比
す
れ
は
其
乾
燥
の

度
及
削
方
等
に
於
て
大
に
遜
色
あ
る
を
免
れ
さ
る
も
�
従
来
品
に
比
し

て
一
樽
の
價
格
約
五
円
以
上
の
高
値
な
り
�
左
に
産
額
を
示
さ
ん 

明
治
三
十
九
年 

 

一
二
三
�
五
八
九
貫 

 

三
五
〇
�
六
八
三
円 

明
治
四
十
年 

 
 

一
四
四
�
九
〇
〇
貫 

 

四
八
五
�
二
〇
〇
円 

明
治
四
十
一
年 

 

一
六
二
�
三
五
〇
貫 

 

五
八
四
�
五
五
〇
円 

四
�
販
路 

東
京
市
�
栃
木
縣
�
群
馬
県
�
長
野
縣
�
山
梨
縣
�
神
奈
川
縣
�
大
阪

市
�
名
古
屋
市 

五
�
荷
造
法 

鮮
魚
は
鰮
の
部
に
記
述
せ
る
如
く
五
十
斤
及
百
斤
入
の
一
定
せ
る
半
圓

形
の
櫓
に
詰
め
�
之
に
米
を
加
へ
更
に
水
を
注
入
し
蓋
を
為
し
�
蓋
の

面
に
は
提
把
用
の
縄
を
附
け
取
扱
に
便
な
ら
し
む
�
氷
の
量
は
普
通
魚

肉
の
重
量
の
一
割
に
し
て
一
貫
目
の
價
格
七
八
銭
よ
り
二
十
銭
に
及
ふ

も
普
通
十
銭
以
内
と
す 

鰹
節
は
他
府
縣
と
同
し
く
十
貫
目
樽
を
使
用
し
内
部
を
充
分
に
乾
燥
し

て
詰
め
�
縦
に
三
方
二
重
の
縄
を
掛
け
商
標
を
附
し
市
場
に
輸
送
す
�

樽
の
價
四
五
十
銭
と
す 

六
�
鰹
節
改
良
の
沿
革 

往
時
に
於
け
る
鰹
節
は
鬼
節
と
称
し
煮
熟
後
二
三
回
火
乾
し
た
る
も
の

に
僅
に
削
り
を
施
し
た
る
に
過
き
す
し
て
其
製
法
頗
る
粗
製
乱
造
を
極

め
た
り
し
か
�
天
保
年
間
大
津
町
の
当
業
者
教
師
を
土
佐
或
は
紀
州
�

房
州
等
よ
り
聘
し
改
良
を
圖
り
し
結
果
�
其
面
目
を
改
め
聲
價
を
市
場

に
博
し
大
津
節
の
名
一
時
に
高
か
り
き
�
是
れ
實
に
本
縣
改
良
の
先
駆

た
り
�
明
治
十
九
年
時
の
縣
令
人
見
寧
縣
下
鰹
節
製
法
の
不
良
な
る
を

慨
し
土
佐
の
人
川
田
某
を
聘
し
て
教
師
と
し
大
津
町
及
湊
町
に
短
期
講

習
所
を
開
き
�
生
徒
を
集
め
て
大
に
改
良
方
法
を
講
せ
し
め
た
る
こ
と

あ
り
�
明
治
三
十
五
年
水
産
試
験
場
に
於
て
は
更
に
之
か
改
良
を
圖
ら

ん
為
め
教
師
を
伊
豆
よ
り
招
き
講
習
所
を
開
き
�
爾
来
引
續
き
以
て
今

日
に
及
へ
り
�
又
沿
海
各
郡
に
於
て
は
明
治
四
十
年
以
来
水
産
聯
合
共
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進
会
を
開
設
し
�
一
般
水
産
製
品
殊
に
鰹
節
に
重
き
を
置
き
�
当
業
者

の
競
争
心
を
惹
起
せ
し
め
た
り 

 

史
料
16 
明
治
44
年 

鰹
節
製
法
改
良
意
見 

.
産
業
調
査
書
3
!
.
茨
城
県
農
業
史 

第
二
巻
3
所
収
% 

æ
三
ó
製
造 

第
一
�
鰹
節
製
造 

今
四
十
二
年
ニ
於
ケ
ル
鰹
漁
獲
高
及
鰹
節
製
造
高

ヲ
示
セ
ハ
左
ノ
如
シ 

鰹
数
量 

 
 

二
�
五
〇
九
�
二
〇
五
〆 

同
価
格 

 
 

一
�
四
三
〇
�
二
四
六
円 

一
貫
目
価
格 

 
 
 
 
 
 
 

五
七
銭 

鰹
節
数
量 

 
 
 

一
五
二
�
二
九
八
〆 

同
価
格 

 
 
 
 

五
三
三
�
〇
四
三
円 

十
貫
目
価
格 

 
 
 
 
 
 
 

三
五
円 

前
記
ノ
如
ク
鰹
節
ハ
本
県
水
産
製
造
品
中
主
位
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
�
其
産
額
ハ
即
チ
十
五
萬
二
千
二
百
九
十
八
貫
�
價
格
五
十
三
萬
三

千
四
十
三
円
æ
十
貫
目
ニ
付
三
十
五
円
ó
ナ
リ
�
今
之
ヲ
原
料
ニ
対
ス

ル
二
割
留
メ
ト
シ
生
鰹
ノ
量
ヲ
計
算
ス
ル
ニ
�
実
ニ
七
十
六
萬
貫
ノ
多

キ
ニ
達
セ
リ
�
又
同
年
中
ノ
漁
獲
高
ヲ
見
ル
ニ
�
総
計
二
百
五
十
萬
九

千
二
百
五
貫
�
價
格
百
四
十
三
萬
〇
二
百
四
十
六
円
ナ
レ
ハ
�
其
五
割

ハ
殆
ン
ト
製
造
用
ニ
供
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
�
今
是
等
ノ
製
品
ニ
付

鰹
節
製
造
業
ノ
最
モ
進
歩
セ
ル
静
岡
�
高
知
等
ノ
製
品
ト
比
較
シ
其
缺

点
ヲ
挙
ク
レ
ハ
左
ノ
如
シ 

一
�
生
切
不
整
ナ
ル
コ
ト 

二
�
煮
熟
ノ
度
不
完
全
ナ
ル
コ
ト 

三
�
乾
燥
完
カ
ラ
サ
ル
コ
ト 

四
�
削
リ
方
粗
雑
ニ
シ
テ
形
状
整
ハ
サ
ル
コ
ト 

五
�
黴
付
不
充
分
ナ
ル
コ
ト 

六
�
市
価
低
廉
ナ
ル
コ
ト 

等
ナ
リ
�
生
切
ハ
鰹
節
形
状
ノ
基
礎
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
�
削
リ
方
ト

相
俟
テ
共
品
位
ヲ
高
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
�
共
切
方
及
割
リ
方
ハ
可
成
的
自

然
ノ
形
状
ヲ
損
セ
サ
ル
ニ
ア
リ
テ
�
土
佐
�
静
岡
等
ハ
能
ク
其
目
的
ニ

適
ヒ
テ
製
造
ス
ト
雖
モ
�
本
県
産
ハ
頭
部
及
尾
部
ニ
於
テ
其
切
方
ノ
程

度
ヲ
失
ヒ
�
且
ツ
削
リ
方
ニ
於
テ
往
々
庖
刀
ノ
達
セ
サ
ル
箇
所
例
へ
ハ

節
面
ノ
凹
所
若
ク
ハ
缺
陥
部
ア
ル
カ
如
シ
�
斯
ル
處
ニ
ハ
害
虫
自
然
ニ

飛
来
シ
テ
放
卵
シ
�
更
ニ
穴
ヲ
穿
チ
為
メ
ニ
其
ノ
品
位
及
重
量
ヲ
減
セ

シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
凹
所
若
ク
ハ
缺
陥
部
ニ
ハ
融
出
シ
タ
ル
肉
中
ノ

肪
脂
残
存
シ
�
味
ヲ
不
良
ナ
ラ
シ
ム
�
近
年
改
良
シ
テ
次
第
ニ
是
等
ノ
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弊
ヲ
除
去
ス
ル
ニ
至
り
シ
ト
雖
未
タ
充
分
ナ
ラ
ス
�
元
来
鰹
節
ハ
食
用

ニ
供
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
�
又
贈
物
用
ト
シ
テ
多
ク
ノ
儀
式
ノ
上
ニ

應
答
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
�
形
状
ノ
如
何
ハ
価
格
ニ
大
ナ
ル
差
異
ヲ

生
ス
へ
キ
ハ
自
然
ノ
理
ナ
リ
�
煮
熟
ノ
方
法
ニ
付
テ
ハ
近
来
大
ニ
注
意

シ
来
レ
リ
ト
雖
�
乾
燥
ハ
概
シ
テ
不
足
ナ
リ
�
乾
燥
足
ラ
サ
レ
ハ
含
有

ス
ル
水
分
ノ
量
多
ク
従
テ
目
切
レ
ヲ
大
ナ
ラ
シ
メ
�
價
格
ニ
影
響
ス
ル

ヲ
免
レ
ス
�
元
来
乾
燥
ニ
ハ
火
乾
ト
ア
リ
�
而
シ
テ
本
県
ノ
法
ハ
比
較

的
早
ク
火
乾
ヲ
終
ル
ノ
癖
ア
リ
テ
�
本ほ
ん

枯か
れ

物も
の

ト
称
ス
ル
上
等
品
ト
雖
尚

ホ
往
々
水
分
多
量
ノ
為
メ
品
質
ヲ
損
ス
ル
コ
ト
ア
リ
�
而
シ
テ
之
等
ノ

取
扱
完
カ
ラ
サ
ル
以
上
ハ
黴
付
亦
完
キ
ヲ
得
へ
カ
ラ
ス
�
従
テ
本
来
ノ

青
黴
ノ
ミ
ヲ
発
生
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス
シ
テ
白
黄
等
異
種
類
ノ
斑
紋

ヲ
発
生
セ
シ
メ
�
或
ハ
全
面
ニ
発
生
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
シ
テ
�
点
々

黴
ノ
生
セ
サ
ル
箇
所
ヲ
露
ハ
シ
�
従
テ
市
價
ニ
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
シ
�

静
岡
産
ニ
此
シ
五
円
乃
至
十
円
ノ
差
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ル
ハ
�
寔
ニ
已
ム

ヲ
得
サ
ル
所
ナ
リ
�
之
レ
ヲ
要
ス
ル
ニ
本
県
鰹
節
製
造
法
ハ
尚
ホ
大
ニ

改
良
ノ
餘
地
ア
リ
ト
云
ハ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
�
故
ニ
速
カ
ニ
之
レ
カ
改
善

ヲ
遂
ケ
以
テ
他
府
県
産
ニ
劣
ラ
サ
ル
製
造
ヲ
講
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
�
今

本
県
産
ヲ
全
部
静
岡
ノ
方
法
ニ
改
良
シ
タ
リ
ト
ナ
シ
�
其
相
場
ヲ
高
メ

十
貫
目
四
十
円
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
総
計
六
十
萬
九
千
百
九
十
二
円
ニ
シ
テ

一
割
以
上
ノ
増
額
ト
ナ
ル
ヘ
シ
�
斯
ク
ノ
如
ク
技
術
ニ
熟
練
ス
ル
ニ
至

ラ
ハ
獨
リ
本
県
産
ノ
鰹
節
ノ
ミ
處
理
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ス
�
現
今
静
岡
地

方
ニ
行
ハ
ル
ル
如
ク
他
府
県
産
殊
ニ
東
北
産
ノ
粗
製
品
ヲ
購
入
シ
�
之

レ
ニ
技
術
ヲ
加
へ
以
テ
数
倍
ノ
利
益
ヲ
得
ル
ニ
至
ル
ハ
易
々
タ
ル
へ

シ
�
鰹
節
製
造
ニ
関
シ
テ
説
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
�
西
南
地
方
ノ
鰹
節
ハ

漁
期
早
ク
脂
肪
少
キ
時
ニ
製
ス
ル
ヲ
以
テ
優
良
品
多
キ
モ
�
東
北
ニ
進

ム
ニ
従
ヒ
漁
期
遅
ク
魚
肉
亦
脂
肪
多
キ
ヲ
以
テ
節
ノ
品
位
ニ
影
響
多
シ

ト
�
洵
ニ
然
リ
�
古
来
土
佐
�
薩
摩
節
ノ
市
場
ニ
於
テ
名
聲
ヲ
縦
ニ
セ

ル
ニ
拘
ラ
ス
東
北
産
ノ
振
ハ
サ
リ
シ
ハ
一
ハ
技
術
拙
ナ
ル
ニ
依
ル
へ
シ

ト
雖
亦
自
然
ノ
状
態
ノ
大
ニ
関
係
ス
ル
所
ナ
ク
ン
ハ
ア
ラ
ス
�
五
�
六

月
頃
ノ
製
品
ト
九
月
頃
ノ
製
品
ト
ニ
大
ナ
ル
相
違
ア
ル
モ
之
レ
カ
為
メ

ナ
リ
�
然
レ
ト
モ
近
年
技
術
ノ
進
歩
ハ
人
力
ヲ
以
テ
天
然
ヲ
排
シ
優
良

品
ヲ
得
ル
ニ
至
リ
�
静
岡
産
ノ
遂
ニ
九
州
産
ニ
勝
レ
ル
ニ
至
リ
又
千
葉

県
ニ
テ
ハ
三
十
四
�
五
年
頃
ヨ
リ
改
良
ニ
熱
中
シ
タ
ル
結
果
大
ニ
進
歩

シ
略
静
岡
産
ニ
匹
敵
ス
ル
ニ
至
レ
リ
�
本
県
ニ
於
テ
モ
亦
之
レ
ニ
傚
ヒ

盛
ニ
奨
励
指
導
ヲ
加
へ
ハ
将
来
之
レ
カ
振
興
ハ
期
シ
テ
俟
ツ
ヘ
キ
ナ
リ 

第
二
�
共
同
製
造 

共
同
製
造
所
ハ
製
品
ノ
統
一
ヲ
計
リ
�
且
ツ
製
造

費
ヲ
減
却
シ
得
ル
ヲ
以
テ
経
済
上
有
利
ノ
方
法
ナ
リ
�
而
シ
テ
本
県
水

産
物
ニ
於
テ
之
レ
ヲ
行
フ
へ
キ
ハ
獨
リ
鰹
節
製
造
ニ
ア
リ
ト
ス
�
然
レ
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ト
モ
古
来
因
習
ノ
久
シ
キ
個
人
営
業
ニ
慣
レ
タ
ル
当
業
者
ヲ
シ
テ
急
ニ

此
ノ
方
法
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
元
ヨ
リ
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
�
是
レ
獨

リ
本
県
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
他
府
県
ニ
於
テ
モ
等
シ
ク
苦
心
ノ
存
ス
ル
處
ニ
シ

テ
未
タ
確
実
ニ
実
行
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
聞
カ
ス
�
殊
ニ
本
県
ノ
如
キ
共

同
事
業
ノ
比
較
的
冷
淡
ナ
ル
地
方
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
困
難
ノ
業
ナ
リ
ト
云

ハ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
�
故
ニ
将
来
之
レ
カ
普
及
ヲ
計
ラ
ン
ニ
ハ
遠
キ
ヲ
期

シ
徐
々
ニ
進
行
ノ
策
ヲ
執
ラ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
�
依
テ
先
ツ
一
�
二
-
所

ニ
之
ヲ
設
立
セ
シ
メ
小
規
模
ニ
経
営
セ
シ
メ
以
テ
一
般
ニ
其
利
益
ヲ
知

了
セ
シ
ム
レ
ハ
逐
次
拡
張
ス
ル
ニ
至
ル
へ
ク
�
又
他
ニ
於
テ
モ
自
ラ
模

倣
ス
ル
ニ
至
ル
ナ
キ
ナ
リ 

又
本
県
製
品
ノ
粗
悪
ナ
ル
コ
ト
前
述
ノ
如
ク
�
而
カ
モ
当
業
者
ハ
薄
資

ノ
者
多
キ
ヲ
以
テ
製
造
ノ
半
ニ
於
テ
之
レ
ヲ
販
賣
ス
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ

ス
�
故
ニ
若
シ
共
同
製
造
場
ア
リ
�
自
己
営
利
以
外
ニ
確
実
ナ
ル
共
同

品
ヲ
製
造
シ
高
價
ニ
販
賣
ス
ル
ヲ
得
ハ
其
規
模
ヲ
拡
張
ス
ル
コ
ト
易
々

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
遂
ニ
ハ
自
己
営
業
ヲ
廃
シ
テ
全
ク
共
同
ニ
傾
ク
ニ
至

ル
へ
シ
�
県
ニ
於
テ
年
々
派
遣
ス
ル
実
業
教
師
ノ
如
キ
モ
力
メ
テ
此
方

面
ニ
指
導
セ
シ
メ
講
習
ト
監
督
ト
相
俟
テ
其
進
歩
ヲ
助
長
ス
ル
ヲ
得
ヘ

シ 

 

史
料
17 

明
治
44
年 

水
産
製
造
物
に
関
す
る
県
是 

.
産
業
ニ
関
ス
ル
県
是
3
!
.
茨
城
県
農
業
史 

第
二

巻
3
所
収
% 

 

æ
三
ó
水
産
物
製
造
ニ
関
ス
ル
件 

一
�
製
造
改
良
ニ
關
シ
講
習
指
導
ヲ
行
フ
コ
ト
� 

理
由 

 

本
縣
ニ
於
ケ
ル
水
産
諸
製
品
ニ
於
テ
改
良
ヲ
要
ス
べ
キ
モ
ノ
ハ
主

ト
シ
テ
鰹
節
ニ
シ
テ
�
煮
干
鰮
亦
改
良
ノ
余
地
ア
リ
ト
ス
�
鰹
ハ
現

今
水
産
漁
獲
物
中
首
位
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
�
今
後
遠
洋
漁
業
ノ

盛
ナ
ル
ニ
伴
ヒ
其
漁
獲
ハ
倍
々
増
加
ス
べ
キ
ヲ
以
テ
�
鰹
節
製
造
業

ハ
前
途
倍
々
有
望
ノ
事
業
タ
ル
ベ
シ
�
縣
下
ノ
製
品
ハ
之
ヲ
静
岡
�

高
知
ノ
如
キ
最
モ
進
歩
セ
ル
製
品
ト
比
較
シ
甚
ダ
遜
色
ア
ル
ヲ
免
レ

ズ
�
煮
干
鰮
モ
亦
技
術
未
ダ
充
分
ナ
ラ
ズ
�
他
府
縣
産
ニ
比
シ
大
ニ

劣
レ
ル
モ
ノ
ア
リ
�
故
ニ
之
ヲ
改
良
シ
テ
其
ノ
聲
價
ヲ
揚
ゲ
販
路
ノ

拡
張
ヲ
講
ズ
ル
ハ
最
モ
急
務
ナ
リ
�
是
等
ノ
改
良
ニ
關
シ
テ
ハ
講
習

指
導
ニ
依
リ
当
業
者
ノ
智
識
ヲ
啓
発
シ
技
能
ヲ
練
磨
セ
シ
ム
ル
ノ
外

ナ
キ
ヲ
認
ム
�
依
テ
前
記
ノ
事
項
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
� 
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史
料
18 

大
正
元
年
12
月 

久
慈
町
の
鰹
節
製
造
報
道 

大
正
元
年
12
月
８
日
付
.
常
総
新
聞
3
記
事
抜
粋!

水
産
物
は
需
用
日
に
増
加
し
�
毎
年
鰹
節
製
造
の
伝
習
所
を
開
設
し
�

製
造
法
に
熱
心
改
良
の
結
果
販
路
大
に
拡
張
�
市
場
に
声
価
を
挙
ぐ
る

に
至
れ
り
�
目
下
取
引
上
の
重
な
る
地
域
を
挙
ぐ
れ
は
常
陸
・
両
毛
・

武
蔵
一
円
�
長
野
・
東
京
・
横
浜
・
神
奈
川
・
松
戸
・
浦
賀
の
各
枢
要

地
�
関
西
地
方
は
大
阪
・
神
戸
・
駿
河
の
各
都
市
�
北
は
福
島
・
平
・

二
本
松
・
白
河
郡
山
・
仙
台
・
岩
手
八
戸
等
な
り 

 

史
料
19 

大
正
４
年 

鰹
漁
と
鰹
節 

第
十
七
回
関
東
区
実
業
大
会
!
茨
城
県
庁
内
%
.
茨
城

県
産
業
要
覧
3 

大
正
４
年
10
月
20
日
発
行 

第
十
五
章 

水
産
業 

 

4
中
略
7 

 
 
 

三 

鰹 

沿
革 

鰹
は
本
縣
の
沖
合
に
群
来
す
る
を
以
て
�
年
年
多
量
の
漁
獲
あ

り
�
去
れ
と
往
時
は
現
今
の
如
く
盛
大
な
る
を
得
す
�
漁
船
も
規
模
狭

少
に
し
て
漁
夫
僅
か
五
六
人
よ
り
十
人
の
乗
組
に
過
き
す
�
漁
獲
も
又

五
六
百
尾
よ
り
七
八
百
尾
に
止
ま
り
千
尾
を
獲
る
こ
と
あ
れ
は
千
の
餅

と
称
し
�
餅
を
搗
き
て
祝
ひ
た
り
と
云
ふ
�
明
治
十
年
頃
漁
船
の
舶
首

を
飾
り
�
定
紋
を
附
す
る
こ
と
流
行
し
た
る
も
�
今
は
全
く
廃
し
た
り
�

漁
船
は
年
年
に
改
良
せ
ら
れ
�
明
治
二
十
年
頃
漁
夫
十
七
八
人
乗
の
も

の
と
為
り
�
同
三
十
年
頃
よ
り
次
第
に
拡
大
せ
ら
れ
�
現
今
は
船
の
肩

一
丈
に
及
ひ
�
漁
夫
も
又
二
十
五
人
よ
り
三
十
五
人
乗
と
為
り
�
従
つ

て
漁
場
も
遠
く
拡
張
し
�
往
時
潜
岸
十
四
浬
の
沖
合
な
り
し
も
�
今
や

四
五
十
浬
の
遠
き
に
及
ひ
其
漁
獲
高
も
一
船
二
千
尾
乃
至
三
千
尾
の
多

き
に
達
し
�
且
つ
最
近
は
石
油
発
動
機
を
据
附
け
�
其
走
行
を
便
に
し

た
り
� 

産
額 

鰹
の
漁
獲
高
は
潮
流
の
関
係
に
依
り
�
年
年
相
同
し
か
ら
す
�

且
つ
近
年
は
秋
刀
魚
の
大
漁
な
る
と
同
時
に
�
其
漁
獲
は
稍
々
減
退
の

傾
き
あ
り
�
明
治
三
十
九
年
の
数
量
は
七
十
四
萬
二
千
四
百
貫
價
額
三

十
五
萬
四
千
六
百
圓
な
り
し
か
�
同
四
十
一
年
は
数
量
百
五
十
九
萬
九

千
七
百
貫
價
額
九
十
一
萬
七
百
円
に
進
み
�
同
四
十
三
年
に
は
数
量
七

十
一
萬
四
千
八
百
貫
價
額
三
十
六
萬
四
千
五
百
圓
と
な
り
�
更
に
大
正

元
年
に
は
数
量
五
十
九
萬
二
千
三
百
貫
價
額
三
十
五
萬
八
千
百
圓
に
減

し
�
同
二
年
に
は
数
量
五
十
二
万
四
千
七
百
貫
價
額
三
十
三
萬
六
千
一

百
圓
に
減
少
し
同
三
年
に
は
数
量
七
十
二
萬
二
千
八
百
貫
價
額
四
十
一

萬
三
千
八
百
圓
に
増
加
し
た
り
� 
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産
地 

鰹
の
漁
場
は
遠
く
沖
合
に
在
り
�
漁
民
は
多
く
東
茨
城
郡
磯
濱
�

那
珂
郡
湊
・
平
磯
・
磯
崎
�
久
慈
郡
久
慈
濱
�
多
賀
郡
水
木
・
河
原
子
・

豊
浦
・
会
瀬
・
大
津
・
平
潟
等
に
在
り
�
漁
船
総
数
二
百
十
隻
を
算
す
�

漁
期
は
六
月
よ
り
十
月
迄
と
し
�
少
数
の
流
網
を
使
用
す
る
外
主
と
し

て
之
を
釣
獲
す
�
近
年
石
油
発
動
機
附
漁
船
の
増
加
せ
る
と
共
に
�
漁

業
の
方
法
も
発
達
し
�
漁
場
も
亦
著
し
く
拡
大
し
た
り
� 

販
路 

鰹
は
其
漁
獲
高
の
約
三
割
乃
至
四
割
は
�
之
を
鮮
魚
の
儘
販
賣

に
供
す
と
雖
も
�
他
は
大
抵
鰹
節
に
製
造
せ
ら
る
�
鮮
魚
は
五
十
斤
入

又
は
百
斤
入
の
樽
に
詰
め
�
氷
漬
と
し
て
搬
出
す
�
氷
の
量
は
普
通
魚

肉
の
一
割
位
な
り
�
販
路
は
縣
内
を
始
め
�
主
と
し
て
東
京
・
栃
木
・

群
馬
等
な
り
� 

 
 
 

四 

鰹
節 

沿
革 

往
時
は
鬼
節
と
稱
し
�
煮
熟
後
二
三
回
火
乾
し
た
る
も
の
に
�

削
り
を
加
へ
た
る
に
過
き
す
し
て
�
其
製
造
頗
る
簡
単
な
り
し
と
雖
も
�

天
保
年
間
多
賀
郡
大
津
町
に
於
て
教
師
を
土
佐
又
は
紀
州
・
房
州
等
よ

り
招
聘
し
�
製
法
の
改
良
を
圖
り
し
結
果
�
漸
次
其
面
目
を
改
め
�
大

津
節
の
名
聲
を
博
す
る
に
至
れ
り
�
明
治
十
九
年
縣
は
更
に
其
改
良
を

奨
励
し
�
土
佐
人
川
田
某
を
聘
し
て
教
師
と
為
し
�
大
津
町
及
湊
町
に

短
期
鰹
節
講
習
所
を
開
き
�
生
徒
を
集
め
て
製
法
を
傳
習
せ
り
�
同
三

十
五
年
以
来
は
本
縣
水
産
試
験
場
に
於
て
�
更
に
教
師
を
伊
豆
よ
り
招

き
講
習
所
を
開
き
�
年
年
之
か
改
良
法
を
傳
習
し
�
沿
海
各
郡
に
於
て

は
同
四
十
年
以
来
水
産
聯
合
共
進
会
を
開
き
益
々
本
品
製
法
の
改
良
発

達
を
促
し
つ
つ
あ
り
� 

産
額 

鰹
節
の
産
額
は
明
治
三
十
九
年
に
は
数
量
十
二
萬
三
千
五
百
貫

價
額
三
十
五
萬
六
百
圓
に
し
て
�
同
四
十
一
年
は
数
量
十
六
萬
二
千
三

百
貫
價
額
五
十
八
萬
四
千
五
百
圓
�
同
四
十
三
年
は
数
量
七
萬
三
千
三

百
貫
價
額
二
十
六
萬
一
千
二
百
圓
と
な
り
�
更
に
大
正
元
年
は
数
量
六

萬
三
千
四
百
貫
價
額
二
十
三
萬
八
千
九
百
圓
�
同
二
年
は
数
量
二
萬
八

千
二
百
貫
價
額
九
萬
八
千
八
百
圓
に
減
少
し
同
三
年
に
は
数
量
三
萬
五

千
九
百
貫
價
額
十
一
萬
四
千
八
百
圓
に
増
加
し
た
り
� 

販
路 

鰹
節
は
本
縣
水
産
製
造
物
中
の
重
要
品
に
し
て
�
啻
に
本
縣
産

の
鰹
の
み
な
ら
す
�
年
年
他
府
縣
よ
り
も
荒
節
を
輸
入
し
之
を
加
工
せ

り
�
而
し
て
近
年
製
法
改
良
の
結
果
�
往
時
の
所
謂
水
戸
節
と
異
な
り
�

其
形
状
�
香
味
等
略
々
本
縣
産
と
大
差
な
く
�
價
額
も
従
来
製
に
比
す

れ
は
十
貰
目
に
付
五
六
円
の
騰
貴
を
見
た
り
�
販
路
は
東
京
・
栃
木
・

群
馬
・
長
野
・
山
梨
・
神
奈
川
・
大
阪
・
名
古
屋
等
の
各
地
方
に
し
て
�

荷
造
に
は
十
貫
目
樽
を
使
用
し
�
商
標
を
附
し
市
場
に
輸
送
す
�
荷
造

費
約
一
樽
に
付
五
十
銭
な
り
� 
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史
料
20 

大
正
５
年 

久
慈
郡
の
鰹
節
改
良
意
見 

茨
城
県
久
慈
郡
編
.
茨
城
縣
久
慈
郡
是
3 

大
正
５
年

４
月
16
日
発
行 

第
二
編 
郡
是
事
項 

二
�
水
産
製
造
物
ノ
改
良 

製
造
物
ハ
已
往
十
-
年
以
前
ニ
比
ス
レ
ハ
改
良
発
達
セ
シ
点
鮮
ヤ
カ
ラ

サ
ル
モ
�
其
ノ
最
モ
多
額
ヲ
算
出
ス
ル
鰹
節
製
造
法
ニ
付
テ
ハ
未
タ
遺

憾
ノ
点
尠
カ
ラ
サ
ル
ハ
斯
業
ノ
為
惜
ム
ヘ
キ
次
第
ナ
リ
ト
ス
�
今
最
モ

進
歩
セ
ル
静
岡
�
高
知
ノ
製
品
ト
比
較
シ
其
ノ
欠
点
ヲ
挙
ク
レ
ハ 

 

æ
一
ó
生
切
不
整
ナ
ル
コ
ト 

 

æ
二
ó
煮
熟
ノ
度
不
完
全
ナ
ル
コ
ト 

 

æ
三
ó
乾
燥
全
カ
ラ
サ
ル
コ
ト 

 

æ
四
ó
削
方
粗
雑
ニ
シ
テ
形
状
整
ヘ
サ
ル
コ
ト 

 

æ
五
ó
黴
付
不
充
分
ナ
ル
コ
ト 

等
ナ
リ
�
生
切
リ
ハ
鰹
節
ノ
形
状
ノ
基
礎
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
削
方
ト

相
俟
ツ
テ
其
ノ
品
位
ヲ
高
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
�
其
ノ
切
方
及
削
方
ハ
可
成

的
自
然
ノ
形
状
ヲ
損
セ
サ
ル
ニ
ア
リ
テ
�
土
佐
�
静
岡
等
ハ
能
ク
其
ノ

目
的
ニ
適
ヒ
テ
製
造
ス
ト
雖
�
本
郡
産
ハ
頭
部
及
尾
部
ニ
於
て
其
ノ
切

方
ノ
程
度
ヲ
失
ヒ
�
且
ツ
削
方
ニ
於
テ
往
々
庖
刀
ノ
達
セ
サ
ル
箇
所
例

ヘ
ハ
節
面
ノ
凹
所
若
ハ
欠
陥
部
ア
ル
カ
如
し
�
斯
ル
處
ニ
ハ
害
虫
自
然

ニ
飛
ヒ
来
リ
テ
放
卵
シ
更
ニ
穴
ヲ
穿
チ
為
ニ
其
ノ
品
位
及
重
量
ヲ
減
セ

シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
ノ
凹
所
若
ハ
欠
陥
部
ニ
ハ
融
出
シ
タ
ル
肉
中
ノ

脂
肪
残
存
シ
味
ヲ
不
良
ナ
ラ
シ
ム
�
近
年
次
第
ニ
改
良
ヲ
加
ヘ
タ
リ
ト

雖
未
タ
改
善
充
分
ナ
ラ
ス
�
元
来
鰹
節
ハ
食
用
ニ
供
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ナ

ル
モ
又
贈
物
用
ト
シ
テ
多
ク
ノ
儀
式
ニ
応
答
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
形

状
ノ
如
何
ハ
価
格
ニ
大
ナ
ル
差
異
ヲ
生
ス
ヘ
キ
ハ
自
然
ノ
理
ナ
リ
�
煮

熟
ノ
方
法
ニ
付
テ
ハ
近
来
大
ニ
改
善
シ
タ
リ
ト
雖
乾
燥
ハ
概
シ
テ
不
足

ニ
シ
テ
水
分
多
ク
黴
付
又
完
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 

以
上
ノ
如
ク
製
造
ノ
技
術
拙
劣
ナ
レ
ハ
市
場
ニ
於
て
土
佐
�
静
岡
�
薩

摩
節
ニ
比
シ
價
格
ノ
廉
ア
ル
ハ
又
自
然
ノ
結
果
ナ
リ
ト
ス
�
其
ノ
他
ノ

製
造
物
ニ
就
テ
モ
尚
苦
心
努
力
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
講
習
会

又
ハ
講
話
会
ヲ
開
キ
或
ハ
先
進
地
ヲ
視
察
シ
益
改
良
進
歩
ヲ
圖
ル
ハ
刻

下
ノ
急
務
ナ
リ
ト
ス 

 

史
料
21 

大
正
７
年 

久
慈
町
の
水
産
製
造
業 

久
慈
尋
常
高
等
小
学
校
?
久
慈
町
郷
土
誌
J 

大
正
７
年 

第
十
一
章 

産
業 

一
�
水
産
業 
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明
治
二
十
九
年
鉄
道
線
路
の
開
通
以
来
交
通
の
利
便
は
本
町
民
を
刺
戟

し
て
漁
業
の
改
善
を
来
し
�
加
ふ
る
に
本
県
沿
岸
那
珂
湊
�
磯
浜
�
平

磯
�
水
木
�
河
原
子
�
平
潟
�
大
津
な
ど
の
発
達
は
本
町
を
し
て
こ
れ

等
諸
浜
と
競
争
を
餘
儀
な
か
ら
し
め
鰹
節
製
造
講
習
所
の
毎
年
開
設
せ

ら
れ
し
は
水
産
製
造
業
の
進
歩
を
来
し
両
々
相
俟
つ
て
本
町
水
産
業
現

時
の
盛
運
を
見
る
に
至
れ
り 

 

4
中
略
7 

四
�
工
業 

 

4
中
略
7 

æ
２
ó
水
産
製
造
業
は
本
町
工
業
の
主
た
る
も
の
に
し
て
戸
数
二
十
戸

あ
り
�
鰹
節
�
鮪
節
�
田
作
�
鰮
煮
乾
�
秋
刀
魚
塩
乾
等
を
産
し
�
年

産
額
三
万
五
千
円
に
上
り
�
東
京
�
名
古
屋
�
宇
都
宮
�
仙
台
�
長
野

松
本
地
方
を
取
引
先
と
し
�
遠
く
は
北
海
道
�
京
阪
地
方
ま
で
販
路
は

拡
張
せ
ら
れ
た
り
�
年
々
鰹
節
製
造
講
習
所
を
本
町
に
開
設
せ
ら
れ
�

斯
業
の
改
善
を
企
図
し
つ
ゝ
あ
れ
ば
将
来
必
ず
や
久
慈
節
の
聲
価
を
世

に
問
ふ
時
あ
ら
ん
か 

 

史
料
22 

大
正
９
年
10
月 

茨
城
県
内
鰹
節
製
造
の
不
振
報
道 

大
正
９
年
10
月
22
日
付
.
東
京
日
日
新
聞
3 

 
 
 

近
年
稀
の
不
漁
に
て 

鰹
節
業
者
休
業
す 

 
 
 
 

あ
は
れ
水
戸
節
の
衰
滅
か 

沿
海
当
業
者
の
憂
慮 

各
濱
に
於
け
る
本
年
の
鰹
漁
は
近
年
稀
な
る
不
況
に
し
て
各
浜
を
通
じ

漁
獲
高
僅
に
卅
万
圓
に
過
ぎ
ず
昨
年
の
約
二
分
の
一
に
し
て
然
も
不
漁

の
結
果
價
格
著
し
く
不
廉
な
る
為
め
鰹
節
の
製
造
額
は
著
し
く
減
少

し
�
昨
年
の
約
一
割
の
生
産
に
過
ぎ
ざ
る
状
態
に
あ
り
縣
下
二
百
餘
戸

の
当
業
者
は
全
く
休
業
同
様
の
悲
境
に
陥
り
つ
ゝ
あ
り
�
大
津
�
久
慈
�

平
潟
�
湊
の
四
-
所
に
講
習
会
を
開
設
し
�
鰹
節
製
造
改
良
並
に
増
殖

を
奨
励
し
つ
つ
あ
る
も
前
記
の
如
き
有
様
に
て
濱
に
於
け
る
当
業
者
中

に
は
商
賣
替
へ
を
為
す
も
の
さ
へ
あ
り
�
此
の
儘
に
し
て
推
移
せ
ば
古

来
Ã
水
戸
節
Ä
と
し
て
有
名
な
る
本
縣
鰹
節
も
全
滅
の
悲
境
に
陥
る
や

も
知
れ
ず
と
□
当
局
並
に
当
業
者
は
憂
慮
し
居
れ
り 

 

史
料
23 

昭
和
４
年 

茨
城
県
鰹
節
製
造
概
況 

茨
城
県
内
務
部
.
茨
城
の
水
産
3 

昭
和
４
年
５
月
10

日
発
行 

 
 
 

第
三
章 

製
造
業
及
鮮
魚
移
出 

 
 
 
 

第
一
節 

鹹
水
産
製
造
業 

一
�
鹹
水
産
製
造
業
の
大
勢 

本
県
は
地
理
上
�
東
京
其
の
他
の
大
都
市
に
近
く
�
且
交
通
運
輸
の
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便
が
開
け
て
居
る
関
係
上
漁
獲
物
の
多
く
は
鮮
魚
の
儘
各
地
に
販

出
さ
れ
る
の
で
�
従
つ
て
製
造
業
の
発
達
程
度
も
低
く
�
其
の
業
態

に
於
て
も
比
較
的
見
る
べ
き
も
の
は
少
い
訳
で
あ
る
が
�
中
に
鰹

節
�
煮
干
�
鰮
及
頬
差
�
鰮
〆
粕
�
竹
輪
及
蒲
鉾
�
干
姥
介
�
干
鮑

等
は
其
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
�
今
夫
等
の
製
品
に
就
き
大
体
の

説
明
を
試
む
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
� 

１ 

鰹
節 

本
県
の
水
産
製
造
品
中
最
も
主
要
な
も
の
で
数
年
前
迄
は
年
額

六
十
万
円
以
上
の
生
産
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
�
近
年
漁
獲
高

の
減
少
に
伴
て
一
般
に
製
造
高
の
減
少
を
示
し
て
居
る
が
�
一

面
製
法
の
改
良
に
努
め
た
結
果
其
の
聲
價
を
向
上
し
た
事
は
著

し
く
�
最
近
は
県
内
産
の
外
三
陸
方
面
の
粗
製
品
に
技
巧
を
加

へ
て
好
成
績
を
収
め
つ
ゝ
あ
る
�
大
津
�
久
慈
�
湊
等
は
其
の
主

産
地
で
就
中
久
慈
浜
は
優
良
品
を
生
産
す
る
� 

 

史
料
24 

昭
和
７
年 

茨
城
県
鰹
節
製
造
概
況 

茨
城
県
水
産
試
験
場
.
茨
城
の
水
産
3 

昭
和
７
年
10

月
24
日
発
行 

 
 
 

第
三
章 

水
産
製
造 

 
 
 
 
 

第
一 

海
産
製
造 

一 

海
産
製
造
の
大
勢 

本
県
は
地
理
上
近
く
大
東
京
を
控
へ
�
又
栃
木
・
群
馬
其
の
他
水
産

の
天
恵
に
浴
す
る
こ
と
薄
く
し
て
�
而
も
人
口
稠
密
な
る
農
山
諸
県

に
近
接
し
�
且
鉄
道
及
道
路
四
通
八
達
し
て
交
通
運
輸
の
便
頗
る
良

い
関
係
か
ら
�
漁
獲
物
の
多
く
は
鮮
魚
の
儘
移
出
さ
れ
る
為
に
�
概

し
て
製
造
業
発
達
の
余
地
尠
く
�
従
つ
て
其
の
製
品
に
も
本
県
の
特

産
品
と
し
て
推
賞
す
る
に
足
る
程
の
も
の
も
見
当
ら
な
い
状
態
で

あ
る
が
�
兎
も
角
年
額
二
百
五
十
万
円
の
生
産
有
り
�
就
中
近
年
鰮

揚
繰
網
漁
業
の
発
達
に
因
る
鰮
の
大
量
生
産
に
伴
つ
て
煮
乾
鰮
・
頬

通
・
み
り
ん
乾
・
搾
粕
・
魚
油
等
の
鰮
製
品
の
産
額
が
激
増
し
�
加

ふ
る
に
昭
和
六
年
度
よ
り
県
令
取
締
規
則
に
依
り
煮
乾
鰮
・
田
作
・

乾
鰮
4
ホ
シ
カ
7
・
鰮
搾
粕
・
荒
粕
・
雑
粕
・
魚
油
の
七
品
に
対
し
郡

水
産
会
に
於
て
製
品
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
ゝ
な
り
し
よ
り
�
製
法

亦
大
に
改
良
せ
ら
れ
て
長
足
の
進
歩
を
見
る
に
至
つ
た
こ
と
は
特

筆
に
値
す
る
所
で
あ
ら
う
� 

其
の
他
鰹
節
・
蒲
鉾
・
竹
輪
・
乾
姥
介
等
往
年
の
名
産
品
が
原
料
の

減
少
に
伴
ひ
逐
年
頽
勢
に
傾
き
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
遺
憾
に
堪
え
な

い
� 
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現
今
重
な
る
製
品
と
見
ら
れ
る
も
の
に
付
其
の
概
要
を
記
せ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
� 

鰹
節 
従
来
本
県
の
水
産
製
品
中
の
王
座
を
占
め
�
十
数
年
前
迄
は

年
額
七
十
万
円
æ
六
万
貫
ó
を
超
ゆ
る
実
勢
力
を
保
持
し
た
が
�

近
年
鰹
漁
船
の
激
減
に
伴
ひ
製
造
高
も
漸
減
の
止
む
な
き
に
至
つ

た
の
で
�
当
業
者
は
地
元
産
の
外
三
陸
方
面
の
粗
製
品
を
購
入
再

製
し
て
従
前
の
生
産
量
を
維
持
し
て
ゐ
る
も
の
ゝ
�
現
下
の
深
刻

な
る
経
済
不
況
の
影
響
は
其
の
販
路
を
脅
か
し
て
夥
し
き
滞
貨
を

生
じ
�
価
格
従
つ
て
暴
落
し
て
斯
業
の
前
途
甚
だ
憂
慮
に
堪
へ
な

い
も
の
あ
り
�
所
謂
時
局
匡
救
政
策
の
実
施
に
一
縷
の
望
を
継
い

で
ゐ
る
状
態
で
あ
る
�
然
し
な
が
ら
製
造
技
術
に
於
て
は
近
年
長

足
の
進
歩
を
遂
げ
著
し
く
其
の
聲
價
を
高
め
て
居
り
�
前
記
三
陸

物
の
再
製
も
亦
好
成
績
を
収
め
て
居
る
� 

 

史
料
25 

昭
和
10
年 

茨
城
県
鰹
節
製
造
概
況 

茨
城
県
商
工
水
産
課
.
茨
城
の
水
産 

昭
和
十
一

年
版
3 

昭
和
11
年
６
月
９
日
発
行 

 
 
 

第
五
章 

水
産
製
造
業 

 
 
 
 
 

第
一 

水
産
製
造
業
の
大
勢 

本
縣
に
於
け
る
水
産
製
造
業
は
�
沿
海
方
面
に
在
り
て
は
総
て
専
業
と

し
て
経
営
さ
れ
�
漁
村
毎
に
業
者
は
相
集
つ
て
製
造
組
合
又
は
海
産
商

組
合
æ
任
意
ó
を
組
織
し
て
�
漁
業
組
合
と
対
立
的
な
勢
力
を
張
つ
て

居
る
が
�
最
近
商
業
組
合
æ
法
人
ó
の
組
織
に
改
め
�
共
同
施
設
事
業

を
中
心
と
し
て
益
々
其
の
発
展
を
期
せ
ん
と
す
る
趨
勢
に
在
る
� 

又
淡
水
方
面
即
ち
霞
ケ
浦
・
北
浦
地
方
に
於
て
も
�
漁
業
者
の
多
く
が

副
業
的
で
あ
る
に
反
し
て
�
製
造
業
者
は
概
ね
専
門
の
店
を
構
へ
て
漁

村
に
君
臨
し
�
且
漁
業
者
に
資
金
を
融
通
し
�
或
は
自
ら
漁
業
を
兼
営

す
る
な
ど
�
漁
村
の
中
心
勢
力
を
占
め
て
居
る
者
が
尠
く
な
い
� 

是
等
の
製
造
業
者
は
昭
和
九
年
の
実
態
調
査
に
依
れ
ば
経
営
者
千
二
百

余
人
�
従
業
者
九
千
余
人
を
算
し
�
水
産
業
者
総
数
の
二
割
五
分
に
当

つ
て
ゐ
る
� 

水
産
製
造
高
は
従
来
実
産
額
三
百
万
円
を
上
下
し
て
ゐ
た
が
�
昭
和
八

年
に
三
百
五
十
万
円
に
進
み
�
同
九
年
に
は
一
挙
五
百
四
十
万
円
に
躍

進
し
て
水
産
物
総
額
の
約
四
割
五
分
を
占
め
�
更
に
昭
和
十
年
に
於
て

は
県
統
計
の
数
字
が
既
に
六
百
六
十
万
円
と
云
ふ
驚
異
的
記
録
を
示
す

に
至
つ
た
の
で
�
其
の
躍
進
振
り
は
実
に
素
晴
し
い
も
の
と
謂
は
ね
ば

な
ら
な
い
� 

然
し
乍
ら
此
の
躍
進
的
記
録
た
る
や
専
ら
鰮
漁
業
の
隆
盛
に
伴
ふ
鰮
製
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品
の
激
増
に
起
因
す
る
も
の
で
�
昭
和
九
年
に
於
て
は
合
計
三
百
九
十

五
万
円
に
達
し
製
造
総
額
の
七
割
四
分
に
当
り
�
同
十
年
に
は
六
百
六

万
円
で
実
に
九
割
二
分
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
�
今
漁
村
か
ら

鰮
製
品
を
取
り
除
い
た
と
す
な
る
ら
ば
転
た
寂
寥
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ま

い
�
4
以
下
略
7 

 
 
 
 
 

第
二 
海
産
製
造
業 

一
�
概
況 

本
縣
は
近
く
大
東
京
を
控
へ
�
又
栃
木
�
群
馬
其
の
他
有
力
な
る
海

産
物
消
費
地
に
近
接
し
�
且
鉄
道
及
道
路
は
四
通
八
達
し
て
交
通
運

輸
の
便
頗
る
良
く
�
漁
獲
物
の
多
く
は
鮮
魚
と
し
て
移
出
さ
れ
る
関

係
上
�
元
々
製
造
業
振
興
の
余
地
は
尠
か
つ
た
上
に
�
殊
に
此
處
数

年
来
鰹
漁
業
や
底
曳
漁
業
の
著
し
い
衰
退
に
伴
ふ
原
料
不
足
か
ら

彌
々
活
気
を
失
ひ
つ
ゝ
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
�
近
年
鰮
揚
繰
網
漁
業

の
驚
異
的
発
達
に
依
つ
て
�
総
漁
獲
高
の
四
割
を
超
ゆ
る
鰛
の
大
量

生
産
を
揚
ぐ
る
に
至
つ
た
結
果
�
之
を
原
料
と
す
る
搾
粕
・
煮
乾
・

頬
通
・
桜
乾
・
魚
油
等
の
製
造
業
が
異
常
な
る
躍
進
振
り
を
示
し
4
中

略
7
尚
又
最
近
に
至
つ
て
鰛
缶
詰
工
場
フ
イ
ツ
シ
ユ
ミ
ù
ル
工
場
の

建
設
さ
る
ゝ
あ
り
�
之
等
の
産
額
は
昭
和
九
年
実
産
額
に
於
て
製
造

総
額
の
八
割
一
分
を
占
む
る
三
百
九
十
五
萬
円
に
達
し
�
従
来
二
百

萬
円
を
上
下
せ
る
製
造
額
を
し
て
�
一
役
四
百
八
十
萬
円
と
云
ふ
未

曾
有
の
数
字
を
記
録
せ
し
む
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
� 

然
し
乍
ら
一
方
鰹
節
・
蒲
鉾
・
竹
輪
等
往
年
の
名
産
品
が
原
料
の
缺

乏
に
因
り
�
僅
に
名
残
を
留
む
る
に
過
ぎ
な
い
状
態
で
在
る
こ
と
は

遺
憾
に
堪
へ
な
い
� 

 

4
中
略
7 

節
類 

鰹
節
は
曾
つ
て
本
県
水
産
製
品
中
の
王
座
を
占
め
年
産
額

七
十
萬
円
を
越
ゆ
る
実
勢
を
保
持
し
た
が
�
此
處
数
年
来
鰹

漁
業
の
衰
退
に
伴
ひ
�
製
造
高
も
漸
減
す
る
に
至
つ
た
�
の

で
�
当
業
者
は
三
陸
地
方
の
半
製
品
を
購
入
し
加
工
し
て
営

業
を
持
続
し
つ
ゝ
あ
る
状
態
で
あ
る
� 

現
今
其
生
産
は
僅
に
大
津
・
久
慈
・
湊
・
磯
浜
等
に
於
て
三

十
万
貫
�
十
三
万
余
円
に
過
ぎ
な
い
4
以
下
略
7 

 

史
料
26 

昭
和
14
年 

茨
城
県
鰹
節
製
造
概
況 

茨
城
県
水
産
会
.
茨
城
の
水
産 

紀
元
二
千
六
百

年
記
念
版
3 

昭
和
15
年
７
月
７
日
発
行 

第
二 
海
産
製
造
業 

 

一
�
海
産
製
造
業
の
概
況 
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本
縣
は
近
く
大
東
京
を
控
へ
�
又
栃
木
�
群
馬
其
の
他
有
力
な
る
海
産

物
消
費
地
に
近
接
し
�
且
鉄
道
及
道
路
は
四
通
八
達
し
て
交
通
運
輸
の

便
頗
る
良
く
�
漁
獲
物
の
多
く
は
鮮
魚
と
し
て
移
出
せ
ら
る
ゝ
関
係
上
�

概
し
て
製
造
業
発
展
の
門
戸
は
穿
ま
く
�
殊
に
此
處
十
餘
年
来
鰹
漁
業

や
機
船
底
引
網
漁
業
の
著
し
い
衰
退
に
伴
ふ
原
料
不
足
か
ら
愈
々
活
気

を
失
ふ
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
�
昭
和
八
・
九
年
頃
よ
り
鰛
揚
繰
網
漁

業
の
飛
躍
的
発
達
に
依
つ
て
�
搾
粕
・
魚
油
・
煮
乾
・
目
刺
・
頬
刺
・

桜
乾
等
の
鰛
製
品
の
躍
増
を
示
し
�
加
ふ
る
に
鰛
罐
詰
工
場
や
フ
ツ
シ

シ
ユ
ミ
ù
ル
工
場
の
勃
興
を
見
る
に
至
つ
て
�
生
産
額
は
只
管
上
の
過

程
を
辿
り
�
昭
和
十
一
年
に
於
て
は
製
造
総
額
の
九
割
を
占
む
る
九
百

萬
円
に
達
す
る
劃
期
的
数
字
を
記
録
し
た
の
で
あ
つ
た
� 

 

4
中
略
7 

斯
の
如
く
鰮
関
係
の
製
造
業
が
天
井
知
ら
ず
の
好
況
に
陶
酔
し
つ
ゝ
あ

る
反
面
に
於
て
�
鰹
節
・
蒲
鉾
・
竹
輪
な
ど
往
年
の
名
産
品
が
殆
ど
見

る
影
も
な
い
頽
勢
に
沈
淪
せ
る
は
�
有
為
転
変
の
習
ひ
と
は
謂
ひ
乍
ら

転
た
感
慨
に
堪
へ
な
い
も
の
が
あ
る
� 

 

4
中
略
7 

節
類 

鰹
節
は
曾
つ
て
本
県
水
産
製
品
中
の
王
座
を
占
め
年
産
額

七
十
万
円
を
越
ゆ
る
実
勢
を
保
持
し
た
が
�
此
處
数
年
来
鰹
漁
業

の
衰
退
に
伴
ひ
�
製
造
高
も
漸
減
す
る
に
至
つ
た
� 

現
今
其
の
生
産
は
僅
に
大
津
・
那
珂
湊
4
湊
・
平
磯
7
・
磯
浜
等
に

於
て
二
萬
貫
�
十
一
萬
余
円
に
過
ぎ
な
い 

 

史
料
27 

昭
和
17
年 

鰹
節
代
用
品
の
背
黒
鰯
報
道 

昭
和
17
年
11
月
14
日
付
.
い
は
ら
き
3
新
聞 

 
 
 

背
黒
鰮
の
大
群 

久
慈
浜
沖
に
押
し
寄
す!

鰯
の
久
慈
浜
に
鰯
の
弟
分
め
い
た
背
黒
鰯
が
大
漁─

─

同
港
の
鰯
網
操

船
は
目
下
他
県
に
出
漁
中
で
浜
は
比
較
的
閑
散
で
あ
つ
た
が
�
数
日
前

か
ら
同
港
沖
中
に
背
黒
鰯
の
大
群
が
押
寄
せ
た
の
で
�
留
守
で
手
持
無

沙
汰
を
か
こ
つ
て
ゐ
た
中
揚
操
船
が
一
斉
に
出
漁
�
一
統
二
三
千
貫
と

い
ふ
素
晴
ら
し
い
大
漁
に
凱
歌
を
あ
げ
て
ゐ
る
�
こ
の
背
黒
鰯
は
柄
こ

そ
小
さ
い
が
味
覚
は
上
乗
�
煮
出
汁
と
し
て
頗
る
美
味
の
た
め
鰹
節
の

代
用
品
と
し
て
厨
房
の
寵
児
と
な
る
煮
干
百
匁
公
定
六
十
六
銭
で
飛
ぶ

や
う
に
賣
れ
て
ゐ
る 

 
補
遺
１ 

明
治
16
年 

水
産
博
覧
会
に
お
け
る
茨
城
県
産
鰹
節
評 

農
務
局
.
水
産
博
覧
会
審
査
評
語
3 

明
治
17
年
６
月 

発
行 

■ 
明
治
十
六
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
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た
第
一
回
水
産
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
鰹
節
中
か
ら
茨
城
県
で
は
三

人
が
表
彰
さ
れ
た
f
ち
な
み
に
表
彰
者
!
一
等
"
四
等
・
褒
状
の
五

段
階
%
上
位
三
県
は
高
知
の
十
三
人
Y
静
岡
十
二
人
Y
鹿
児
島
九
人

で
あ
g
た
f 

三
等 

鰹
節 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨
城
県
下 

常
陸
国
多
賀
郡
大
津
村 

鐡 
 

庄
重 

従
来
地
方
ノ
産
タ
ル
概
ネ
粗
悪
ノ
製
多
カ
リ
シ
モ
勉
強
シ
テ
此
良
品
ヲ

製
出
シ
世
ノ
愛
顧
ヲ
博
ス
ル
ニ
至
レ
リ
�
而
シ
テ
産
額
亦
逐
次
増
加
ス
�

其
功
労
著
シ
�
洵
ニ
嘉
賞
ス
ヘ
シ 

 

仝
4
褒
状
7 

仝
4
鰹
節
7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨
城
県
下 

常
陸
国
那
珂
郡
湊
村 

乾 

忠
兵
衛 

前
同
文
¥
製
法
品
位
共
ニ
佳
良
ニ
シ
テ
調
味
ニ
適
ス
�
販
額
亦
尠
シ
ト

セ
ス
�
其
業
ニ
勉
ム
ル
嘉
賞
ス
へ
シ
¦ 

 

仝
4
褒
状
7 

仝
4
鰹
節
7 

茨
城
県
下 

常
陸
国
多
賀
郡
川
尻
村 

山
形
千
介 

前
同
文
¥
製
法
品
位
共
ニ
佳
良
ニ
シ
テ
調
味
ニ
適
ス
�
販
額
亦
尠
シ
ト

セ
ス
�
其
業
ニ
勉
ム
ル
嘉
賞
ス
へ
シ
¦ 
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九
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一
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